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魚
津
市
と
友
好
親
善
都
市
で
あ
る
タ
イ
王
国
チ
ェ
ン

マ
イ
市
に

8
月
凶
日
附
j

M
日
閃
ま
で
、
中
学
生
日
名

(
東
部
中
5
名
、
西
部
中
5
名
)
が
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
と

し
て
、
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
(
引
率
者

4
名
同
行
)

こ
の
事
業
は
、
タ
イ
の
文
化
に
触
れ
、
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
お
互
い
の
理
解
と
友
情
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
7
年

よ
り
隔
年
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

5
回
目
は
昨
年
の
予
定
で

サ

l

ズ

し
た
が
、
新
型
肺
炎
(
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

H
S
A
R
S
)
の
影

響
で
今
年
に
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
大
使
た
ち
は
、

3
泊
の
ホ

1
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、

学
校
等
を
訪
問
し
て
交
流
を
図
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
肌
で
感
じ

て
学
び
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

8
月
旬
日
附

関
西
空
港
へ
出
発
。
深
夜
の

l
時
半

に
空
港
を
発
ち
、
プ

l
ケ
ッ
ト
経
由
で
バ
ン
コ
ク
へ

。

8
月
叩
日
附

バ
ン

コ
ク
で
乗
り
換
え
チ
ェ
ン
マ
イ
へ
。

現
地
の
温
度
は
日
本
並
だ
っ
た
が
、
カ
ラ
っ
と
し
て
い
た
。

空
港
で
は
、
学
校
の
先
生
方
や
生
徒
た
ち
が
横
断
幕
で
大
歓

迎
。

そ
の
後
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
役
所
を
表
敬
訪
問
、
魚
津
市

長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
記
念
品
等
を
手
渡
し
た
。

夜
は
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
。
こ
こ
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
初
め
て
対
面
。
は
じ
め
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
が
、

チ
ェ
ン
マ
イ
の
子
供
た
ち
の
タ
イ
舞
踊
な
ど
を
見
な
が
ら
一

緒
に
食
事
を
し
た
こ
と
で
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
様
子
。
終

了
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
ホ

l
ム
ス
テ
イ
先
へ

。

8
月
別
日
働

市
内
の

2
つ
の
学
校
を
訪
問

(
こ
こ
で
も
『
熱
烈
歓
迎
』
を
受
け
た
)
チ
ェ
ン

マ
イ
の
生
徒
が
伝
統
舞
踊
を
披
露
。
ジ
ュ
ニ
ア

大
使
た
ち
は
事
前
に
練
習
し
て
い
た
蝶
六
を
踊
っ

た
。
ま
た
、
あ
や
と
り
や
折
り
紙
、
習
字
を
一

緒
に
行
っ
て
交
流
を
深
め
た
。
持
参
し
た
半
紙

が
な
く
な
る
ほ
ど
大
勢
の
生
徒
が
入
れ
替
わ
り

h

立
ち
替
わ
り
楽
し
ん
で
書
く
。
サ
イ
ン
を
求
め

ら
れ
る
生
徒
も
い
た
。
さ
ら
に
、
バ
ン
ブ

l
ダ

ン
ス
や
竹
馬
、
セ
パ
タ
ク
ロ

1

(
日
本
の
け
ま

り
の
よ
う
な
も
の
)
な
ど
で
交
流
。

8
月
引
日
出

終
日
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
内
観
光
。
象
に
乗
っ
た

り
、
寺
院
を
見
学
し
た
り
。
夜
は
、
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
民
俗
衣
装
を
着
せ
て
も
ら
い
大
変
身
し

て
登
場
、
す
っ
か
り
現
地
の
人
に
!

8
月
辺
日
制

チ
ェ
ン
マ
イ
か
ら
バ
ン
コ
ク
に
向
か
う
。
チ
ェ

ン
マ
イ
空
港
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子
ど
も
が
別
れ
を

惜
し
み
、
泣
き
つ
い
て
離
れ
た
が
ら
な
い
。
バ
ン

コ
ク
市
内
で

王
宮
や

エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
等
を
見
学
。

8
月
幻
日
叩

バ
ン

コ
ク
市
内
の
宮
殿
や
寺
院
、
遺
跡
等
を
見

学
し
、
夜
ロ
時
の
便
で
帰
国
。
(翌

M
日
午
後
に
魚
津
着
)



チェンマイ空港についたとき、「タイの人は歓迎好

きだな」と思いました。空港を出てすぐ現地のたくさ

んの中学生が迎えに来てくれていたのですぐに打ち解

けました。

タサ 卜イ校とスリドンチャイ校の訪問では、現地の

中学生が活発で、伝統的な踊りをしたり、バンドを組

んでいたりと、驚かされました。あやとりや折り紙と

いった日本の伝統の遊びや、セパタクローなどをして

交流しました。タイの学校は日本と同じ週休二日制で、

夏休みは日本の春の時期だけどタイは暑いので、世界

中それぞれの国の気候や、行事にあわせて休みがある

のかなと思いました。でもタイは小中学校が日本と同

じ6・3制だけど、義務教育が小学校までと聞いて驚

きました。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

記
念
撮
影

※
2
列
目
真
ん
中
が

碓
井
く
ん

タイで一番びっくりしたのは空港での出迎えです。

学校の生徒が笑顔でジャスミンのレイをかけてくれま

した。すごく元気で・親しみやすい笑顔につられて私も

笑顔になってしまいました。写真撮影の後すくにパス

に乗ってしまい話すことはできなかったけど、心は通

じたんじゃないかなと思いました。

私がとても楽しみにしていたのが「ゾウ」です。ゾ

ウに乗れてすごくうれしかったです。ゾウに帽子をか

ぶせてもらったり、ショーを見たり、さわったりして

本当に楽しかったです。私はすっかりゾウのとりこに

なってしまいました。

ホームステイは、写真を撮ったり小さな子供と言葉

はわからないけど一緒にテレビを見たりと楽しく過こ

しました。タイのテレビで、日本のCMが、音声と文

字をタイ語に変えただけでそのまま放送されていたの

で吹き出しそうになりました。

少し寺院や遺跡などを見学することができましたが、

タイの寺院の豪華さには圧倒されました。中でも、王

宮の隣に建てられているエメラルド寺院が一番印象に

残っています。

タイの食べ物はにおいが凄かったり、昧が極端だっ

たりと日本人の口には合わないと聞きましたが、そん

なことは無く、普通に食べることができました。とい

うよりも、タイ料理は好きです。

このチェンマイ ・ジュニア大使に参加できて本当に

よかったです。 そして、もっと多くの人達にこんな

体験をしてほしいです。

西
部
中
学
校
2
年

東
部
中
学
校
2
年

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
民
族

衣
装
を
着
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

※
右
か
ら

2
番
目
が

関
口
さ
ん

碓
井
拓
矢
く
ん

関
口
歩
未
さ
ん

そしてこのタイヘ行っての一番の思い出はホームス

テイです。言葉が通じなくて、もどかしい思いもした

けど、理解しようとしてくれるファミリーの人の温か

さに気づきました。お姉ちゃんのネンと妹のヌッと一

緒に寝て、 一緒にご飯を食べてたくさんの時間を過こ

しました。お母さんは民俗衣装の着方を手取リ足取り

教えてくれたり、車で送リ迎えをしてくれたりしまし

た。日がたつにつれて仲良くなり、 3日間という時間

はとても短かったです。最後の目、ネンは濡れた私の

髪を乾かしながら「別れるのはさみしいな。」と言っ

てくれました。そしてネックレスをプレゼントしてく

れました。お別れの空港でネンは私に iGood bye 

mγlove sister.Jと言って抱きしめてくれました。少

し涙が出ました。

離れるのはとてもさみしかったけど、こんなにすば

らしい体験をさせてもらい、本当に感謝の気持ちでいっ

lまいて7・す。 Goodbve mγlove sister! そして、

Good bγe mγlove familγ| 

東
部
中
学
校
教
頭

松
本
修
治

個
性
豊
か
な
叩
人
の

「
チ
ェ
ン
マ
イ

・
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
」
と
共
に
、
友

好
親
善
都
市
チ
ェ
ン
マ
イ
市
へ
と
向
か
っ
た
。
真
夜
中
の
出
発
に
も
か
か

わ
ら
ず
印
人
の
生
徒
た
ち
は
た
い
へ
ん
元
気
で
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
旅
へ

の
期
待
に
胸
を
弾
ま
せ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
私
自
身
、
引
率
者
と
し

て
責
任
と
不
安
を
感
じ
な
が
ら
の
出
発
で
あ
っ
た
が
、
事
前
研
修
で
習
っ

た
ば
か
り
の
タ
イ
語
を
使
っ
て
一
生
懸
命
話
を
す
る
生
徒
た
ち
の
様
子
を

見
て
、
そ
の
不
安
は
少
し
和
ら
い
だ
。

チ
ェ
ン
マ
イ
空
港
に
着
き
ゲ

l
ト
を
出
る
と
、
市
の
関
係
者
や
訪
問
校

の
生
徒
・
先
生
方
が
す
で
に
横
断
幕
を
も
っ
て
待
ち
構
え
、
熱
烈
な
歓
迎

を
う
け
た
。
「
サ
ワ
デ
ィ

l
カ
ッ
プ
」
(
タ
イ
語
で
、
こ
ん
に
ち
は
)
と
、
照

れ
な
が
ら
手
を
合
わ
せ
て
挨
拶
を
す
る

「
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
」
の
子
供
た
ち
。

目
を
輝
か
せ
優
し
い
笑
顔
で
語
り
か
け
て
く
る
チ
ェ
ン
マ
イ
の
子
供
た
ち
。

ジ
ュ
ニ
ア
大
使
の
初
仕
事
と
し
て
、
早
速
み
ん
な
で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
に
本
当
に
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
い
た
。

一
家
庭
に

一
人
と
い
う
こ
と
で
、
言
葉
の
壁
や
生

活
習
慣
の
違
い
に

「
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
」
た

ち
は
困
惑
気
味
で
あ
っ
た
が
、
家
族
同
様

の
心
あ
る
対
応
に
、
生
徒
た
ち
の
表
情
も

和
ら
ぎ
、
手
を
合
わ
せ
て
挨
拶
す
る
姿
も

自
然
で
あ
っ
た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は

本
当
に
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
「
百
聞
は

一
見
に
如
か
ず
」。

生
徒

た
ち
は
タ
イ
国
を
訪
れ
、
肌
で
何
を
感
じ

て
く
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

団員(敬称略)

団長(市議会事務局長む 滝林徹夫

教育委員会学校教育係長 竹内 嘉宏

東部中学校教頭 松本修治

東部中学校養護教諭 佐々木君江

西部中学 2年 碓井拓矢

西部中学 2年 浦谷詩保里

西部中学 3年 架谷愛里

西部中学 3年 黒部直子

西部中学 3年 ;青河友理

東部中学 2年 慶伊貴彦

東部中学 2年 山沢将太郎

東部中学 2年 金山 寛奈 |

東部中学 2年 関口 歩未

東部中学 2年 岸本 明子



魚
津
市
名
誉
市
民

清
河
七
良
氏

魚
津
市
名
誉
市
民
で
第
6
代
目
(
市
制
発
足
以
来
4
人
目

の
)
魚
津
市
長
清
河
七
良
(
き
よ
か
わ
し
ち
り
ょ
う
)
氏

が
、
去
る

8
月
お
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
別
歳
。

清
河
氏
の
死
を
悼
み
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

『
魚
津
市
名
誉
市
民

永
遠
の
眠
り
に

清
河
七
良
氏
の
主
な
経
歴

立
命
館
大
学
専
門
部
を
卒
業

後
、
富
山
県
実
業
学
校
教
諭
な

ど
を
経
て
、
昭
和
幻
年
に
松
倉

村
長
と
な
ら
れ
、
昭
和
幻
年
の

市
制
施
行
後
は
、
魚
津
市
秘
書

人
事
課
長
等
を
歴
任
、
そ
の
後
、

収
入
役
、
助
役
を
務
め
ら
れ
た
。

昭
和
灯
年
か
ら
は
、
魚
津
市

長
と
し
て

5
期
初
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
水
と
緑
に

つ
つ
ま
れ

た
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
。つ
く
り
を
進
め
ら
れ
、
市

の
福
祉
、
産
業
経
済
、
教
育

・

文
化
の
向
上
な
ど
、
市
勢
発
展

に
多
大
の
ご
貢
献
を
さ
れ
た
。

昭
和
日
年
に
藍
綬
褒
章
、
平

成

4
年
に
は
勲
三
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
、
平
成
問
年
に
魚
津

市
名
誉
市
民
に
推
戴
さ
れ
た
。

故
清
河
七
良
氏

お
別
れ
の
会
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

日
時
叩
月
ロ
日

ω
午
後
2
時
よ
り

会
場
新
川
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ

l
ル

主
催

魚
津
市
名
誉
市
民

故
清
河
七
良
氏

V
問
合
せ
先

市
企
画
政
策
課
秘
書
係

(
市
役
所
2
階
)

岱
お

・
1
0
1
6

9
月
市
議
会
定
例
会

議

決

さ

れ

た

主

な

案

件

・
平
成
時
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算

1
億

6
9
7
3
万
8
千
円
を
追
加

田
川
附
図

・
魚
津
合
同
庁
舎
横
駐
車
場
整
備
費

・
松
下
電
器
産
業
半
導
体
社
新
工
場
誘
致
に

伴
う
周
辺
地
域
環
境
整
備
と
し
て
東
山
と

青
柳
両
地
区
の
農
道
整
備
、
水
路
改
修
費

・
市
有
地
の
貸
付

・
魚
津
港
埋
め
立
て
地
の
市
有
地
を

7
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
海
の
駅

霊
気
楼
の
敷
地
と
し
て
運
営
会
社
の
魚
津
シ

ー
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
に

無
償
で
凶
年
間
貸
付

-
そ
の
他

・
魚
津
市
農
山
村
文
化
交
流
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

.
平
成
日
年
度
魚
津
市
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て

(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
完
了
に
伴
う
も
の
)

内
」門
同
1
6

-
魚
津
市
収
入
役
と
し
て
選
任
に
同
意

古
金
虞
氏
(
印
歳

・
北
鬼
江
)



図
闘
嗣
幽

午
前

7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

※
松
倉
第

l
投
票
区
(
白
倉
小
学
校
)
の
終
了
時

聞
は
午
後

6
時
で
す
。

平
成
凶
年

9
月

m日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

※
昭
和
日
年
日
月
四
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
、
魚
津
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
(
新
し
く

転
入
さ
れ
た
方
は
平
成
同
年

6
月

m日
ま

で
に
転
入
届
を
提
出
さ
れ
た
方
)

国
民
闘
幽

投
票
会
場
は

7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
と
同

じ
会
場
と
な
り
ま
す
。
入
場
券
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
無
い
よ
う
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。

脇
町
E
E

駐

今
回
の
選
挙
か
ら
、
こ
れ
ま
で
各
区
長
を
通
じ
て
各

世
帯
に
配
付
し
て
い
た
選
挙
公
報
を
印
月

6
日
の
富
山
・

北
日
本
・
読
売
・
北
陸
中
日
・
朝
日
・
日
本
経
済
新
聞

の
朝
刊
六
紙
に
折
り
込
み
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
方
や

折
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
、
あ
り

そ
ド

l
ム
、
図
書
館
、
総
合
体
育
館
、
新
川
学
び
の
森

天
神
山
交
流
館
、
新
川
文
化
ホ

l
ル
な
ど
の
施
設
や
各

地
区
の
公
民
館
に
置
い
て
あ
る
選
挙
公
報
を
ご
利
用
に

な
る
か
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

巨
匠

↑

叩
月

1
日
以
降
に
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

(
ご
家
族
分
が
ま
と
め
て
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。)

投
票
日
の
直
前
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
が
無
く
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
投
票
の
際
は
入
場
券

を
個
別
に
切
り
取
っ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
投
票
に
行
け
な
い
場
合
は
、

事
前
に
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

期
間

印
月
日
日
凶
ま
で

時
間

午
前
8
時
叩
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で

投
票
場
所

市
役
所

2
階
第

2
会
議
室

国
民
闘
闘

開
票
は
魚
津
市
役
所

3
階
大
会
議
室
で

午
後

9
時
か
ら
行
い
ま
す
。

V
選
挙
に
関
す
る
問
合
せ
先

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会

(
市
役
所
2
階
総
務
課
内
)

岱
幻
・

1
0
1
9

警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定して、全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行

うこととし、これら被疑者の早期検挙に取り組んで・いるところです。

この指名手配被疑者の発見に向けた各種捜査活動には、市民のみなさんのご協力がぜひ

とも必要です。よく似た人を見かけたといった情報等どんなささいなことでも結構ですの

で、最寄りの警察に通報していただくようお願いします。 魚津警察署 ft24-0110 

菊地直子 (27篇)
身長159J;I位

-
眉
毛
が
濃
い

・
近
視
(
メ
ガ
ネ
使
用
か
も
)

公
証
彼
場
事
務
長
逮
鋪
監
禁
致
死
事
件

{オつ
ム

1

}、

-
ホ
ク
ロ

-
ひ
げ
が
濃
い



入

-E霊悶E期間・・
11月11日同""22日(月) 区画
午前 8時30分~午後 5時 (平成 12.4. 2'"'"' 13. 4. 1生)

※土・日曜日は除く 区画
(平成 11.4.2'"'"'12.4.1生)

市立大町幼稚園

ft23-9174 

• 

育

入
所
の
受
付
案

受
付
は
、
各
園
に
て
行
い
ま
す
。
た
だ
し
見
学
は、

期
間
に
か
か
わ
ら
ず
随
時
受
付
て
い
ま
す
。

市立経由幼稚園
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J
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時

け

庇

寺

明

則

岨

明

ト
h

Q

U

・

ハり

同
町
前
知
麟

n
H
V

片
寸
・
泌
ハ
川

ft23-9173 

私立魚津大谷幼稚園

ft22-3786 

10月12日伏)より随時受付

午前 9時~

※第2・4土曜日及び日曜日は除く

私立明星幼稚園

左
記
の

-
私
立
明
星
幼
稚
園
に
は
、
送
迎

パ
ス
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

-
私
立
幼
稚
園

へ
の

3
歳
未
満
児

の
入
園
を
ご
希
望
の
方
は
園
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ft24 - 1449 

対y

受
付
日
時
及
び
場
所

日
月

2
日

ω()9日
ω

午
前

9
時
j
日
時
初
分

午
後
l
時

ω分
j
4
時

※
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育
園
で
、
入
所
す
る

お
子
さ
ん
と

一
緒
に
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
類
に
つ
い
て

日
月
幻
日
似幽

か
ら
、
各
保
育
園
及
び
社
会
福
祉
課
窓
口
で
渡
し
ま
す
。

※
入
所
に
は
い
く
つ
か
の
基
準

(両
親
が
共
働
き
、
母
親
が
出
産
、
病
気
療
養

あ
る
い
は
看
護
等
)
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
保
育
園
も
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先
社
会
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
係
(市
役
所

1
階
)
岱
お
・

1
0
0
6

5吉

23-9176 

23-9179 

23-9170 

23-9172 

32-9005 

33-8008 

31-9016 

23-9175 

22-0469 

22-1378 

22-0543 

22-0802 

24-4600 

23-9171 

31-7585 

22-1301 

22-6351 

電所住

友道 1842-2

緑町 1-30

青島 195-9

経団西町 1-32

住吉251

島尻818

観音堂 1676

45人小川寺 138

大海寺野 1344

本町 1-4-9

新金屋2-13-2

双葉町4-3

吉島 729

吉島 132

本江 1390-3

東尾崎5471-1

上口 1-3-20

定員

]fl__fj一
保育園名

魚津愛育園

道下保育園

青島保育園 140人

経団保育園 110人

住吉保育園

片貝保育園

松倉保育園

西布施保育園

野方保育園

魚津保育園 110人

魚津第二保育園 120人

上口保育園

川原保育園

吉島保育園 170人

加積保育園

本江保育園 120人

天神保育園 150人

45人

90人

80人

30人

45人

80人

90人

30人

90人



道路交通法の改正について
平成16年6月9日に公布された道路交通法の一部を改正する法律の一部が

11月1日から施行されます。主な改正点は次のとおりです。

鋤
諮
闘
T
沿
図
。
鶴
富
国
λ
R捌
@
窃
務
員
丙

司

唱

司

碍

旬

t 
自動車や原動機付自転車の走行
中に、携帯電話等を手で持って、
通話したり、メール送信等のた
めに画像を注視した者は、罰則
の対象となります。

-4匝医制~/'þ}.õ軍側・E割if~-・-庄司

5万円以下の罰金
現在も自動車等走行中の携帯電話等の使用は禁止され
ていますが、罰則の対象になるのは「道路における交
通の危険を生じさせた」場合に限られていました。

-E2君主主主ftEEヨ・園
eE豆B

暴走行為の検挙にあ
たっては、迷惑や危
険に遭った方の協力
によりそれを立証す
ることが必要でした。

4υ 金
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・・41r
a，

闇

u-幽
に
ま

J
国

制
否
れ

t
拒
ら
知
げ
検
上

高
伺
立
C

併
臥
同
引

置31:-::-，.... m・III=Jとをゆ)'...1・
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円

日

万
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2
1

角
4
A曹

洞
机

走行中の携第電話等
の使用は原則として禁
されています。
0走行中は電源を切るか、ドライ
ブモードにしましょう。
0使用の際は、安全な場所に車を
停止さゼましょう。

-酒酔い運転をすると

防砂 3年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

・酒気帯び運転をすると

砂防 1~J下の?搬又は
.30万円以下の罰金

A昇司町a集団暴走行為については、迷惑や危険に遭った方がいない場合
滋溢巡'でも、検挙され、罰則の対象となります。、a・創・ ・1:1:吾ヨー1.. ~-:!i.Þl:. 

2年以下の懲役又は50万円以下の罰金
@騒音運転等に対する罰則が新設されます。

-'61::・錨ヨー'1]1;廼M・JE1Ii・f逗:1冨・
5万円以下の罰金

@消音器不備車を運転した者に対する罰金が引き上げられます。

現行2万円以下の罰金又は科料
可.... 

5万円以下の罰金

-4・F初予轟院.{.~.逼・H(:~事

lみんなでつくろう 安心の街 l

10月11日(月)から 20日(水)は「全園地域安全運動」期間です。

防犯協会をはじめとする地域安全

の関係機関、団体及び警察が、地

域住民に対して、自主防犯行動の

強化を呼びかけるとともに、県民

総ぐるみの地域安全活動を集中的

に展開することによって、防犯意

識の一層の浸透と定着を図リ、安

全で安心して暮らせる地域社会の

実現を図ることを目的として実施

します。

重点項目

①住宅を対象とする侵入犯罪の防止

②乗り物盗、部品ねらい、車上ねらい、

自動販売機ねらい、器物損壊 など

主要な街頭犯罪の抑止

Eilrn_~事ヨE言語闘擁護蚕司;:-$..間訪問

日時 10月17日(日)午前 10時

会場新川文化ホール

地域安全意識並びに暴力追放運動の高

揚と定着を目的とした市民大会です。

に関する問合せ先

市環境交通課交通防犯係

(市役所1階)H23-1004 



憩
い
の
ひ
ろ
ば
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
ペ

l
ジ
で
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
企
画
政
策
課

県
内
の
中
学
生
か
ら
お
歳
ま
で
の
若
者
を

対
象
に
し
た
美
術
公
募
展
「
第
鈎
回
県
青
少

年
美
術
展
」
が
9
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
写
真
部
門
で

2
年
連
続
大
賞
を
受

賞
し
た
の
が
秋
山
菜
々
美
さ
ん
(吉
島
)
で
す
。

「
昨
年
初
め
て
受
賞
し
た
時
も
驚
き
ま
し

た
が
、

今
回
は
も
っ
と
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

と
同
時
に
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。」

と

受
賞
の
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
秋
山

さ
ん
は
現
在
、
富
山
の
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

に
通
う
ゆ
歳
で
カ
メ
ラ
は
授
業
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

の
中
で
始
め
た
と

の
こ
と
。
「
そ
れ
ま

で
は
写
真
を
撮
る
の
は
好
き
だ
っ
た
け
ど
そ

ん
な
に
意
識
し
て
撮
る
こ
と
は
な
か
っ

(

)

5あ

2
n
・
1
0
1
5
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

民
思
想
っ
2d

S
F
宗
一ト
B
M
W
B

県青少年美術展

写真部門で2年連続大賞受賞

秋山菜々美さん(学生)

た
ん
で
す
よ
。
授
業
で
も
ほ
と
ん
ど
自
由
に

街
の
中
を
撮
っ
た
り
、
何
気
な
い
風
景
を
撮
っ

た
り
と
、
技
術
的
な
も
の
や
構
図
の
基
本
と

い
っ
た
も
の
を
テ
キ
ス
ト
を
見
な
が
ら
学
ん

で
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
そ
の
何
気
な

い
風
景
の
中
に
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
い
て

あ
ら
た
め
て
見
る
と
面
白
い
も
の
が
あ
る
、

そ
れ
を
見
つ
け
る
の
が
楽
し
い
ん
で
す
ね
。

で
、
楽
し
み
な
が
ら
撮
っ
て
い
る
か
ら
、
結

果
と
し
て
人
か
ら
良
い
評
価
を
受
け
る
写
真

に
な
っ
て
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
表
情

に
し
て
も

一
瞬

一
瞬
で
ガ
ラ

ッ
と
変
化
す
る

の
で

『
い
い
瞬
間
』
を
捕
ら
え
た
時
は
ホ
ン

ト
に
嬉
し
い
で
す
よ
。
」
(
)

堀f
固と

し
ん
い
ち
ろ
う

慎
一
郎
く
ん

4
年
生

ぼ
く
の
ゆ
め
は
大
工
に
な
る
こ

と
で
す
。
大
工
に
な
っ
て
ぼ
く
の

家
全
体
を
見
回
し
、
こ
わ
れ
そ
う

な
所
を
直
し
た
り
、
新
し
い
も
の

に
と
り
か
え
た
り
し
て
、
大
き
く
、

じ
よ
う
ぷ
で
、
木
の
か
お
り
が
気

4
年
生

し
ま
さ
わ

島
津

わ
た
る亘
く
ん

「
入
っ
た
、

島
津
の
シ
ュ

l
ト
が

決
ま
り
ま
し
た
。
日
本
、
こ
れ
で

金
メ
ダ
ル
獲
得
で
す
!
」

ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な

り
た
い
で
す
。
今
は
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
自

ー

坪

野

小

学

校

1

持
ち
良
い
り
っ
ぱ
な
家
を
作
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
家
だ
け
で
な
く
坪
野
全

体
の
家
も
台
風
の
時
も
平
気
で
家

の
中
で
遊
べ
る
家
に
作
り
か
え
た

い
で
す
。
み
ん
な
に
よ
ろ
こ
ん
で

も
ら
え
る
家
を
い
っ
ぱ
い
た
て
て
、

お
金
を
た
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
た
お
金
で
、
大
き
な

池
を
つ
く
り
、
イ
ワ
ナ
や
ウ
ナ
ギ

を
か
つ
て
ふ
や
し
て
行
き
、
大
き

い
ベ
ッ
ド
で
ゆ
っ
く
り
ね
む
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

分
の
家
の
ま
わ
り
で
、
お
兄
ち
ゃ

ん
と
シ
ュ

l
ト
や
パ
ス
や
ド
リ
ブ

ル
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
へ
行
っ
た
ら
、
サ
ッ
カ
ー

部
に
入
っ
て
か
っ
ゃ
く
し
た
い
で

す
。
好
き
な
選
手
は
フ
ラ
ン
ス
代

表
の
ア
ン
リ
で
す
。
ア
ン
リ
の
よ

う
な
決
定
力
の
あ
る
シ
ュ

l
ト
を

う
て
る
選
手
に
な
れ
れ
ば
い
い
な

ぁ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
代

表
選
手
に
な
っ
て
、
フ
ォ
ワ
ー
ド

で
シ
ュ

i
ト
を
た
く
さ
ん
決
め
て

か
っ
ゃ
く
し
た
い
で
す
。



大
賞
を
受
賞
し
た
作
品
『
夏
の
子
』
は
今

年
の

7
月
上
旬
に
岩
瀬
浜
で
撮
影
し
た
と
の

こ
と
。
「
海
岸
で
遊
ん
で
い
る
子
の
目
が
き

れ
い
で
初
枚
く
ら
い
撮
っ
た
」
中
で
会
心
の

一
枚
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

秋
山
さ
ん
の
撮
影
の

モ
ッ
ト
ー
は
「
撮
り

た
い
も
の
を
撮
る
」
と
い
う
こ
と
。
い
ざ
実

践
し
よ
う
と
す
る
と
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
彼
女
の
場
合
は
あ
ま
り
難
し

く
考
え
ず
に
楽
し
ん
で
撮
っ
て
い
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
の
よ
う
で
す
。
将
来
の
夢
を
尋
ね
る

と
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
に
就

く
こ
と
。
自
分
の
撮
っ

た
写
真
を
デ
ザ
イ
ン

の
中
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。」

と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

芸
術
の
秋
、
み
な
さ
ん
も
カ
メ
ラ
片
手
に

お
出
か
け
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

折
JII 
こ
さ
ぶ
ろ
う

小
三
郎
さ
ん
89 
歳

若い頃から運動が好きだった折川さ

んは、現在も元気にゲートボールやパ-

クゴルフを楽しんでいらっしゃいます。

「外に出て体を動かすのが好きないちゃ

秋
山
さ
ん
の
受
賞
作
品
「
夏
の
子
」

ゴルフのストロークの身振り

を交えながら話されました。

自転車で海まで出かけて釣り

をしたり、将棋を指したり、週2回温

泉に通ったりと、多彩な趣昧をもって

いらっしゃいます。「なんもすること

ね」と、

また、

くよくよと余計なことがなかったら、

自分の好きな

それに熱中しとるの

ばっかり考えてしまう。

ことを見つけて、

が一番やちゃ」と、生き生きとした表

情で話してくださいました。

『水
と
空
気
が
美
味
し
い
』

魚
津
駅
前
飲
食
店
街
で
居
酒
屋
を
経
営

高
橋
治
二
さん

・
良
子
さ
ん

高
橋
さ
ん
ご
夫
妻
は
、

二
人
と

も
県
外
出
身
者
、
浩
二
さ
ん
が

8

年
前
に
魚
津
へ
移
り
住
み
、
後
に

良
子
さ
ん
と
結
婚
、

3
年
前
か
ら

居
酒
屋

「
フ
l
ズ

・
ビ

!
」
を
切

り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

浩
二
さ
ん
に
魚
津
の
第
一
印
象

を
伺
う
と

「
ま
ず
、
水
と
空
気
が

美
味
し
く
感
じ
ま
し
た
。
自
分
が

生
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
水
道
水
な
ん

て
ま
ず
く
て
飲
め
な
か
っ
た
け
ど
、

魚
津
は
水
道
水
も
美
味
し
い
。
で
、

や
っ
ぱ
り
空
気
も
き
れ
い
だ
か
ら

美
味
し
く
感
じ
る
ん
で
す
。
そ
し

て
食
べ
物
も
美
味
し
い
、
と

『美

味
し
い
』
も
の
ば
か
り
の
と
こ
ろ

だ
な
と
い
う
の
が
第

一
印
象
で
し

た
。」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
「
お
庖
を
始
め
て
か
ら

感
じ
た
の
が
、
意
外
と
若
い
人
た

ち
が
礼
儀
正
し
い
と
い
う
か
フ
レ

ン
ド
リ
!
な
こ
と
で
す
。
『
あ
り

が
と
う
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。』

と
い
っ
た
言
葉
を
お
客
さ
ん
に
言
っ

て
い
た
だ
け
る
の
で

『
魚
津
の
街

は
人
も
良
い
』
と
感
じ
て
ま
す
。」

と
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

奥
さ
ん
の
良
子
さ
ん
に
こ
れ
か

ら
の
魚
津
は
ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
か
を
尋
ね
る
と

「
都
会
に
比
べ
て

『
仕
事
帰
り
に

ち
ょ
っ
と

一
杯
』

が
で
き
に
く
い

と
こ
ろ
だ
と
思
う
の
で
、
車
に
頼

ら
ず
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
、
人

が
た
く
さ
ん
歩
い
て
い
る
街
に
な
っ

て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す

ね
。
実
は
こ
の
間
の
『
ノ

l
マ
イ

カ
ー
デ

l
』
の
夜
、
お
庖
は
、
平

日
に
も
関
わ
ら
ず
、
週
末
の
よ
う

な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
ん
で
す
よ
!
」

と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。



実
り
の
秋
に
な
る
は
ず
が
・
.. 

台
風
間
号
直
撃
で
農
作
物
に
甚
大
な
被
害

秋
晴
れ
の
下
、

9
月

7
日
夜
か
ら

8
日
早
朝
に
か

け
て
、
大
型
で
強
い
台
風
同
号
が
接

近
、
観
測
史
上
最
大
級
の
風
速
を
記

録
す
る
な
ど
県
内
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

魚
津
市
内
で
は
、
収
穫
期
を
迎
え

た
り
ン
ゴ
や
梨
な
ど
が
落
下
、
特
に

リ
ン
ゴ
は

7
割
以
上
が
落
下
す
る
な

ど
被
害
額
は
数
億
円
規
模
に
の
ぼ
り
、

農
家
の
み
な
さ
ん
は
が
っ
く
り
と
肩

を
落
と
し
な
が
ら
片
付
け
作
業
に
追

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
内
各
小
学
校
で
運
動
会

西
布
施
小
で
は
新
布
施
谷
節
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

9
月
日
日
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
で
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
西
布
施
小

学
校
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
地
元
に
伝
わ

る

「
布
施
谷
節
」

を
流
し
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

「
新
布
施
谷
」
を
地
域
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ

て
踊
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
運
動
会
で
布
施
谷
節
を
踊
る
の
は
毎

年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
初
め
て

全
校
児
童
が
一
緒
に
な
っ
て
踊
る
こ
と
に
な
り

「
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
が
ん
ば
ろ
う
と
」
気
合
い
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
手
を
上
下
に
し
な
や

か
に
動
か
し
た
り
、
手
ぬ
ぐ
い
を
優
雅
に
扱
う
な

ど
情
緒
豊
か
に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
コ

mω 
n
H
U
 

テ
ィ
パ
ス
お
披
露
目

パ
ス
の
愛
称
は
「
ふ
れ
あ
い
」
に
決
定

9
月
刊
目
、
市
役
所
で
叩
月

1
日
か
ら
新
し
く
登
場
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
の
車
両

2
台
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
は
公
募
さ
れ
た
も
の
で
、
た
て
も
ん
や
埋

没
林
、
魚
津
の
特
産
品
な
ど
が
に
ぎ
や
か
に
描
か
れ
親
し
み

を
感
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
デ
ザ
イ
ン
公
募
で
入
賞
し
た
み
な
さ
ん
が
津

崎
市
長
か
ら
賞
状
を
贈
ら
れ
、
自
分
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

パ
ス
を
興
味
深
く
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

入
賞
者
(
敬
称
略
)

優
秀
賞

小

坂

依

里
(
本
江
小
)

五
十
井
玲
衣
(
村
木
小
)

橋

本

彩

(

吉

島

小

)

浦
田
悠
希
(
経
団
小
)

入
賞
大
野
亜
由
美
(
西
布
施
小
)

石
川
絵
梨
子
(
一
般
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
・
タ
ク

一

シ
1
1
日
乗
車
券

(
3
0
0
円
)
一

を
車
内
販
売
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
o

v問
合
せ
先

環
境
交
通
課
交
通
防
犯
係

2
n
・1
0
0
4



珍
味
!
バ
イ
飯
に
長
い
行
列

第

1
回
海
の
感
謝
祭
パ
イ
・
力
ニ
フ
ェ
ア
開
催

9
月
刊
日
、
県
ば
い
か
ご
保
護
組
合
、
ヨ
催
の

「
第

1
回
海
の
感
謝
祭
パ
イ

・
カ
ニ
フ
ェ
ア
」
が
海
の
駅

屡
気
楼
で
開
催
さ
れ
、
朝
早
く
か
ら
大
勢
の
お
客
さ

ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
で
は
漁
師
の
料
理
で

一
般
に
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
パ
イ
貝
の
炊
き
込
み
ご
飯

「
バ
イ

飯
」
が

7
0
0
食
用
意
さ
れ
ま
し
た
が
、
た
ち
ま
ち

売
り
切
れ
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
も
小
バ
イ
の
つ
か
み
取
り
や
パ
イ
の
す
ま
し

汁
、
。ハ
イ
の
煮
物
、
浜
焼
き
、
カ
ニ
な
ど
が
市
価
よ

り
も
安
く
販
売
さ
れ
、
飛
ぶ
よ
う
な
売
れ
行
き
で
会

場
は
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

市
内
の
鉛
歳
の
み
な
さ
ん
に
米
寿
の
お
祝
い
状

9
月
日
日
、

内
で
∞
∞
歳
の
米
寿
を
迎
え
た
み
な

さ
ん

1
5
0
人
(
男
性

ω人
・
女
性

1
1
0
人
)
に

魚
津
市
か
ら
の
お
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。こ
の
う
ち
、
宮
津
に
住
む
演
崎
よ
し
ゑ
さ
ん
宅
で

は
、
民
生
部
長
が
お
祝
い
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
演

崎
さ
ん
は
、
現
在
息
子
夫
婦
と
孫
の

4
人
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
米
寿
の
お
祝
い
に
他
の
家
族

も
集
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
足
が
弱
っ
て
い
る
も
の

の
お
元
気
そ
う
な
様
子
で

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

J
R
魚
津
駅
前
飲
食
庖

街
の
景
観
整
備
事
業
イ
メ
ー

ジ
図
。
歩
道
に
は
光
る
特

殊
な
石
を
敷
き
、
昼
の
顔

と
夜
の
顔
を
持
つ
ゾ
ー
ン

と
し
て
整
備
。

ゑ
彰

状

入
退広報
会
晶
t
L糸・・
…辛
布
副
司

F

4只

2
2
4主億
百
三
友
士
年

晶司

舎、
4
絃
コ
ン
タ
ム
当
裁
布
門

a

ロ
おい
て
筑
吉
の
成
検
主
引
の
・
勺

れ
火
の
て
ニ
札
8
1
晶
幽n
L
1
d

・・

-主
主
主
i
u

"は宮
人
a
aφ
4殺
傷
A
悼

2
6
ゑ

信

維

』

J
R
魚
津
駅
前
飲
食
庖
街
の
愛

称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
約

4
0
0

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果

『
柿
の
木
割
り
』

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
地
名
が

「村
木
字
柿

の
木
割
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来

し

「
割
り
」
と
は
区
画
を
意
味
し

て
い
る
も
の
で
す
。

愛
称
募
集
は
景
観
整
備
が
進
め

ら
れ
る

J
R
魚
津
駅
前
飲
食
庖
街

に
親
し
み
ゃ
す
い
名
前
を
付
け
、

一
層
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
し
よ
う

と

「
魚
津
市
元
気
な
街
づ
く
り
事

業
実
行
委
員
会
」
が
企
画
し
た
も

の
で
、
同
委
員
会
で
は
今
後
、
こ

の
愛
称

『
柿
の
木
割
り
』
の
P
R

に
努
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

「広
報
う
お
づ
」
が
広
報
企
画
部
門

に
お
い
て
入
賞
。
表
彰
式
が
浜
松

市
で
行
わ
れ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
の

入
賞
は
写
真
部
門
で
平
成
7
年
に

特
選
を
受
賞
し
て
以
来
9
年
ぶ
り
。

今
後
も
全
国
入
賞
の
名
に
恥
じ
ぬ

よ
う
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
親
し

ま
れ
る
広
報
誌
を
め
ざ
し
ま
す
。



曜日の記載のないものは、

平日に実施しています。

副司~:閥 9 時.......， 1 7時

E~~ヨiE閥(予約制)

10月26日(火)13時"-'16時

臨回iE閥

第 1・3木曜日 13時"-'16時
以上の相談については

市民相談室(市役所 1階)

823-1003 

E~~ヨiE胃週第 2 金曜日 13時"-'16時

会場 サンプラザ3階

炉問合せ先

富山地方法務局 窓22-0461 

EE詐閥 9時.......，16時

市教育センタ- 2i23-1717 

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

縦
覧
期
間

叩
月
初
日
附

1
1
月

3
日
附

V
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

市
役
所

2
階
総
務
課
内

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

a
n
-
-
0
1
9
 

暴
力
団
に
関
す
る

因
り
ご
と
相
談
窓
口
開
設

相
談
窓
口
開
設
日
時

叩
月
辺
日
倒

午
後

l
時

1
4
時

会
場

市
役
所
1
階
市
民
相
談
室

V
問
合
せ
先

環
境
交
通
課
交
通
防
犯
係

(市
役
所
1
階

)8
n
・
1
0
0
4

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

医
療
費
助
成
の
案
内

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
等
へ

、

児
童
が
四
歳
に
達
す
る
日
以
後

最
初
の

3
月
白
日
ま
で
、
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

・
母
子
家
庭
の
母
と
児
童

.
父
子
家
庭
の
父
と
児
童

.
父
母
の
い
な
い
児
童
を
養
育

す
る
人
と
そ
の
児
童

助
成
範
囲

対
象
者
の
医
療
費
の
保
険
適

用
分
の
個
人
負
担
分

※
現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
資

格
証
の
有
効
期
限
は

9
月
初

日
附
で
す
。

印
月
日
日
悩
ま

で
に
更
新
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
係

(
市
役
所
l
階

7
番
窓
口
)

宮

川
ω
・
1
0
0
6

市社会福祉課 2i23-1006

Ei量ヨi;閥 8時30分"-'17時15分
市商工観光課 2i23-1025

F主主活当面幸吉幸i年記事 9時"-'17時
高年齢者職業相談室

(市役所 1階)2i23-1091 

望書調 8時半"-'17時
障害者交流センタ-

2i23-5260 開23-5261 

I 9時"-'17時
/てー卜雇用センター

(サンプラザ内)fi22-8152

EE言語i;閥 毎月第2水曜日

13時"-'16時 30分

会場 魚津地域住宅相談所

(中央通りイヘ"ントホール)岱22-5078

E程調i;閥 9時.......，17時

健康センタ- fi24-3999 

9時"-'17時

fi24-0415 

常時(24時間)

在宅介護支援センタ-

(西部)fi24-8484

(東部)fi22-7808

EE宛~:閥 9 時'"'-'16時

新川厚生センタ-魚津支所

824-0359 

監事主~ffJ!i~;閥 9時"-'17時

交通センタ-ii22-1747

羽時沼郡戸時軍司

10月2日仕) 10時"-'15時

会場:新川文化ホール

主催:富山県司法書士会

問合せ先 :松倉司法書士事務所

2i23-6310 

E;:iIII菊一見11}.昆ヨiE閥

E時語長印tl:ヨ事

-1歪宣言園

補
聴
器
・
義
股
・
装
具
等

の
相
談
会
を
行
い
ま
す

-
耳
・
補
聴
器
の
相
談
会

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
で
、
耳
の
不
自
由
な
方
、

補
聴
器
の
調
子
の
悪
い
方
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

日
月

4
日
同

午
後

1
時
初
分
'es--'3
時

・
義
肢
・
装
具
の
相
談
会

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
で
、
義
肢
や
装
具
の
調
子

の
悪
い
方
、
新
し
く
作
り
た
い

方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

日
月

5
日
樹

午
後

1
時
初
分

1
3時

※
会
場
は
い
ず
れ
も
市
役
所

3

階
第

4
1
6
会
議
室
で
相
談

は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
o

v予
約
申
込
み
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

(
市
役
所
l
階
)

8
mω

・
1
0
0
5

院制調査謹~;;閥

子育て支援センター

Eほ~-施主主~; F.記事

公
正
証
書
は
、
権
利
の
争
い
を
防
ぎ
、
あ
な
た
の
財
産
を
守
り
ま
す

公
正
証
書
と
は
、
大
切
な
契
約
書
や
遺
言
な
ど
の
実
行
に
当
た
っ
て
、

金
銭
債
権
に
つ
い
て
の
強
制
執
行
力
を
持
つ
公
文
書
の
こ
と
。
民
事
事

件
な
ど
の
紛
争
に
陥
り
や
す
い
金
銭
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
機
能
す
る
司
法
予
防
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

V
問
合
せ
先

魚
津
公
証
役
場
(
中
央
通
り

1
の
4
の
8
)
E
M
・
6
7
4
7

行
政
相
談
週
間
」

二
日
行
政
相
談
室
開
設
」
の
お
知
ら
せ

叩
月
時
日
制
j

M
日
制
は
、
行
政
相
談
週
間
で
す

年
金
、
保
険
、
税
金
、
登
記
、
福
祉
、
道
路
な
ど
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
知
り
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

こ
の
機
会
に
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
ヨ

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

入

可

jLE=

魚
津
市
の
行
政
相
談
委
員

懇

診

除

外

「

一

司
V

怒
り
完
け
U
安
「
」
一

紙

谷

悦

子

(

本

江

)
a
n
-
-

7

4

0

g
F
骨
刀
¥
一
安

=

戸、1司、
1
J
イペ
1
4
A
=
ロ

一一

大
野
康
太
郎
(
仏
国
)
窓
辺

・
1
3
2
2

射

j
%己
相

=

一
日
行
政
相
談
室
開
設

rH
U

日
時

叩
月

9
日
出
(
日
時
'ak--'灯
時
)
凶
日
同
(
印
時
{
)
凶
時
)

会
場

あ
り
そ
ド

ー
ム
(
商
工
フ
ェ
ア
会
場
内
)

※
通
常
は
毎
月
第

1
・
第

3
木
曜
日
に
魚
津
市
役
所

1
階
市
民
相
談
室

に
て
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
市
民
係
(
市
役
所

1
階
)
8
n
・
1
0
0
3



今年は人里までおりてくるクマが多数目撃さ

れています。山に入る時は鈴など音の嶋るも

のを身に付け、万一、熊と遭遇した場合は、

刺激しないようにして逃げましょう。

また、熊を目撃した場合はすみやかに ~ 

下記までご連絡ください。 去・・"‘
砂連絡先 農地林務課 fi23-1036恵三週・

11月1日までに納めてください

市県民税 (第3期)

国民健康保険税 (第4期)

|ご寄付ありがと云うございますI

了1

ふ
れ
あ
い
の
広
場

第
お
回
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス

障
害
を
持
つ
方
と
い
っ
し
ょ

に
、
楽
し
く
お
ど
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

日
月

7
日
制

午
後

2
時
か
ち
り

会
場

サ
ン
タ
マ
リ
l
卜

(
旧
魚
津
平
安
閣
)

V
問
合
せ
先

市
障
害
者
連
合
会

8
n
・
2
4
9
4
(会
長
宅
)

(敬称略)

50，000円
10，901円
200，000円
7，000円
10，000円
3，000円
50，000円
22，250円
300，000円

100，000円
100，000円
100，000円
50，000円
100，000円
1，000，000円

砂善意銀行ヘ

加藤 秀雄 緑町

アピタ魚津居 住吉

(故)堀田和孝 坪野

魚津保育園 職員一同

開木こども祭り

三井自動車(株)友の会天神野新

河崎忠雄 金山谷

魚津地域労働福祉事業協会吉島

件)清河七良 北山

惨社会福祉基金ヘ

(故)津田美代子

(故)朝野 しま子
(故)堀田和孝

川西 勝彦

件)福島貞子

(欽)清河七良

真成寺町

天神野新

I平野

六郎丸

)11原

北山

家
族
介
護
者
の
た
め
の

や
す
ら
ぎ
の
小
旅
行

在
宅
で
家
族
を
介
護
し
て
い

る
人
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

旅
行
で
す
。

日

時

印
月
初
日

ω

午
前

9
時
印
分
市
役
所
前
出

発
、
午
後

4
時
頃
帰
着
。

行
き
先

湯
神
子
温
泉

参
加
費

1
人
1
0
0
0
円

定

員

別
名

※
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
と

な
り
ま
す
。

申
込
み
締
切

印
月
同
日
開

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(市
役
所
1
階
)
岱

幻

・

1
0
0
7

医師君主E眼目当注調Z七怯ヨ
・住吉市営住宅 1戸 (3K) 

-天王特定公共賃貸住宅2戸
(3階3DK. 4階3DK)
申込期間 10月 1日聞から 27日(水)まで
※入居条件や選考方法など詳しいことは

下記までお問合せください。

砂問合せ先

公園住宅課業務係(市役所3階)2i23-1026 

C) 
片
員
ハ
人
口
発
電
所
設
備
の
修
繕

工
事
の
た
め
用
水
を
減
水
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

減
水
期
間

(
印
日
間
)

日
月

1
日
間
(
)
印
日
附

減
水
区
間

黒
公
口
頭
首
工
取
水
口
か
ら

円
筒
分
水
槽
の
間

減
水
地
区

・
貝
田
新
円
筒
分
水
槽
下
流
域

.
荒
井
用
水
の
水
系

・
島
尻
用
水
の
水
系

V
問
合
せ
先

魚
津
市
土
地
改
良
区

8
2

・
5
6
5
6

EWI'1e&.~IEJtJIT主連固面画量
道路標識は道路の安全な利用の

ための重要な施設です。正しい

情報を読みとり安全なドライブ

を心がけましょう。道路標識に

ついてのご意見、ご要望は魚津

市建設課、富山県新川土木セン

タ一、北陸地方整備局富山河川

国道事務所まで。

一
ゆ
給
欠
格
者
、

引
揚
者
の
皆
様
ヘ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
で
は
、
次
の
方
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

・
旧
軍
人
等
で
恩
給
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
の

方
(
請
求
を
行
う
こ
と
な
く

亡
く
な
ら
れ
た
恩
給
欠
格
者

の
ご
遺
族
の
方
)

・
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

※
詳
し
く
は
独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

8
0
1
2
0
・
2
3
4
・
9
3
3

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

不 用品交換I
※掲載期間は申込み白から 3か月間です。

もとめます・簡易ベッド・車いす・ミシン

・全自動洗濯機

ゆずります・ポータブルトイレ

-室内ブランコ(こども用)

惨申込み・問合せ先

市民生活課市民係(市役所1階)2i23-1003 



主豆島L
ず A

平
成
打
年

4
月

に
小
学

校

へ
入

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
健

康

診

断

を、

下

表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

該
当
者
平
成
凶
年

4
月
2
日
か
ら

平
成
日
年

4
月

1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

会

場

就
学
予
定
の
各
小
学

校

V
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

(
市
役
所
第
一
分
庁
舎
2
階
)

8
n
・
1
0
4
4

可浄
化
槽
一
斉
立
入
調
査
の

お
知
ら
せ

あ
な
た
の
家
の
浄
化
槽
は
正
し

く
維
持
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
か
?

印
月
中
に
厚
生

セ
ン
タ
ー
が

無
作
為
に
抽
出
し
た
家
庭
を
訪

問
し
、
浄
化
槽
の
立
入
調
査
を

行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

I
レ
土
士
す
。

V
問
合
せ
先

新
川
厚
生
セ
ン
タ
ー

衛
生
予
防
課

B
M

・0
3
5
9

13:00'"'"'13:20 10月27日 休)大町小学校

13:10'"'"'13:25 5日 (翁11月村木小学校

12:50'"'"'13:20 

13:15'"'"' 13:25 

13:00'"'"' 13:20 11月12日(金j松倉小学校

13:00'"'"'13:20 10月29日幽上野方小学校

13:00'"'"' 13:20 10月15日 陰)本江小学校

12:30'"'"' 13:00 11月10日 (水)片買小学校

「
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
」 13:00"-' 13:20 10月13日 (水)吉島小学校

13:00'"'"' 13:20 6日 (木)10月道下小学校で
す

13:00'"'"'13:30 10月28日 (木)経団小学校

13:00'"'"' 13:10 

13:00'"'"' 13:15 

11月17日 (水)

8日 (月)11月

11月12日 (謝

10月12日 (刈

住吉小学校

上中島小学校

坪野小学校

西布施小学校

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
刊
月
を
「
仕
事
と
家
庭

を
考
え
る
月
間
」
と
し
て
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立

へ
み
引
割
対
同
白

に
つ
い
て
各
種
広
報
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
次

G
Z
ι
穫
パ
ヲ

の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

k
.戸
￥
J

¥

軽

に

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

〉

v

仰
に
i
E

J

一

F

E
A
f
f
J
4
1
一
¥

・
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
一
雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー

/
々
仁
げ
ト

日
時

日

月

羽

目

倒

午

後

1
時
初
分
{

)

4

時

1

1

会
場

富
山
県
市
町
村
会
館

講
師

評
論
家

・
東

京

家

政

大

学

名

誉

教

授

樋

口

恵

子

氏

演
題

「今
を
生
き
る
未
来
を
生
き
る
新
た
な
課
題
次
世
代
育
成
支
援
対
策
」

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

富
山
労
働
局
雇
用
均
等
室

8
0
7
6
・
4
3
2
・2
7
4
0

禁
漁
の
お
知
ら
せ

j
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
・
ア
ユ
な
ど
j

魚
種
別
の
禁
漁
期
間

魚種 禁漁期間

イワナ ・ヤマメ 平成16年10月1日~
アマゴ・ニジマス 17年2月末日

平成16年10月1日"--'7日
アユ 平成16年12月1日

"--'17年解禁時まで

サケ 通年

マス
平成16年8月1日
"--' 12月31日

区
域
内
の
禁
漁
期
間

た
だ
し
、
次
の
区
域
は

9
月

初
日
か
ら
叩
月
紅
白
ま
で
の
期

間
、
漁
は
で
き
ま
せ
ん
。

《
片
貝
川
・
布
施
川
》

富
山
地
方
鉄
道
線
鉄
橋
下
流
端

{
)
河
口
ま
で

の
区
域
。

《
角
川
》

一
般
地
方
道
富
山
滑
川
魚
津
線

(
旧
国
道

8
号
)
角
川
橋
下
流
端

i
J
R
北
陸
本
線
鉄
橋
上
流
端

の
区
域
。

V
問
合
せ
先

農
業
水
産
課
水
産
係

(
市
役
所
3
階

)8
n

・
1
0
3
3

日
時

叩
月

μ
日
間

会
場

大
町
公
民
館

会
費

一
般

2
0
0
0
円

学

生

1
0
0
0
円

V
問
合
せ
先

魚
津
棋
友
会

8
n
・
0
5
8
3

午
前
日
時
か
ら

紅
葉
の
僧
ケ
岳
市
民
登
山
会

日

時

印
月

M
日

制

午

前

5
時
市
役
所
集
合

定

員

初
名

(
小
学

5
年
生
以
上
で
山
登
り
の
経
験
の
あ
る
方
)

申
込
み
期
限

印
月
日
日
樹

参
加
費

大
人
1
0
0
0
円
中
学
生
以
下
5
0
0
円
(
パ
ス
代
、
傷
害
保
険
料
等
)

コ
l
ス

片
貝
東
又
登
山
口

j
僧
ヶ
岳
頂
上
の
往
復
(
約

7
時
間
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
山
岳
協
会
事
務
局
(
魚
津
市
水
道
局
内
)
新
浜

宮
お
・
1
0
1
3



主孟盛底値aιaι主主主ヨ

ぐ

坂
本
都
子
さ
ん
メ
モ
リ
ア
ル

震
と
ヒ

1
1
マ
ン
の
〕
ン
サ
lト

オ
ウ
ム
教
団
の
手
に
か
か
っ
て
坂
本
弁
護
士
二
家
の
命
が
奪
わ
れ
、

都
子
さ
ん
は
魚
津
市
片
貝
の
山
中
に
埋
め
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生

し
て
か
ら
日
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

3
人
を
追
悼
す
る
た
め
、

一
家
と
生
前
親
交
の
あ
っ
た
日
本
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
み
な
さ
ん
が
メ
モ

リ
ア
ル

コ
ン
サ

ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
で

4
回
目
と
な
る
こ
の

コ
ン

サ
ー
ト

で
は
、
「
山
の
い
ぶ
き
」
「
思
い
出
は
空
に
」
な
ど
の
作
品

で
知
ら
れ
る
川
崎
祥
悦
氏
が
合
唱
曲
「
あ
な
た
の
心
に
」
(
仮
題
)
を
作

曲
さ
れ
、
み
な
さ
ん
に
ご
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

印
月
汎
日
制
午
後

l
時
初
分
開
場

会
場

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
※
入
場
無
料

V
問
合
せ
先

愛
と

ヒ

ュ
ー
マ
ン
の
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
会

8
n
・
6
7
5
3
(漬
田
)

回翠宿西~ihdSDJj盟問調

初心者でも受講できます。お気軽に参加し

てください。※参加無料

日時 |10月16日(却|

J〉マリンパ 15時から
|10月17日(日)1

)>ピアノ・サックス・

オカリナ・フルート・

クラリネット

時間等詳しくは、お問合せください。

※貸し楽器ありますのでご利用ください。

(フルート、クラリネットを除く)

申込み締切 10月 15日(金)

トランぺッ卜

トロンボーン

置週四亘匝!rÆ~!~ヨ・~亙置自彊盈EヨE沼野正垣I:::IJ湿

はじめてパソコンを使われる方を対象に、

パソコンとキーボードの基本操作、また工

クセルの基本操作から、表の作成、グラフ

の作成や印刷機能を学習します。

開催日 10月26日(火)・29日倒

11月 2日(火)・5日陰)

午後 1 時30分~3 時30分

20名(定員になり次第締切)

6，000円

時間

定員

受講料

事
件
発
生
か
ら

6
年
後
の

1

9

9
5
年
に
都
子
さ
ん
の
遺
体
が

発
見
さ
れ
た
現
場
に
は
慰
霊
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
写
真
は
昨
年
現
場
で
行
わ
れ

た
追
悼
演
奏
の
模
様

阪~~頭者選彊

松を中心に庭木の基本的な整枝努定を実習

します。

開催日 10月31日(日)・11月7日(日)・21日(日)

12月 5日(日)

時間午前 9 時~12 時

定員 20名(定員になり次第締切)

受講料 2，000円(実費)

申込み締切 10月22日幽

※箆定ばさみを持参ください。

院

院

町

駅

船

長

官

E
島

E'

危
険
物
取
扱
い
の
作
業
に
従
事

し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
は
定
め

ら
れ
た
期
間
内
に
、
保
安
講
習
を

受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務

が
あ
り
ま
す
。

受
講
期
間
は
原
則
と
し
て
資
格

を
取
得
し
た
日
か
ら

3
年
以
内
、

又
は
保
安
講
習
を
受
け
た
日
か
ら

3
年
以
内
、
新
た
に
危
険
物
取
扱

い
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ

た
日
か
ら

1
年
以
内
で
す
。

日
時
と
内
容

日
月
日
日

ω

午
前
:・

一
般

午
後
・・・
給
油
取
扱
所

日
月
口
日
附

午
前
・
・・

一
般

講
習
会
場

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館

受
付
期
間

印
月
幻
日
倒
j
日
月

4
日
附

閑
悩
附
闘
関
闘
嗣
闘
闘
国

開
催
目

印
月
お
日
附

・
初
日
倒

講
習
会
場

魚
津
市
消
防
本
部

2
階
多
目
的
ホ

ー
ル

V
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部
消
防
課

予
防
係

8
M

・
0
1
1
9

新川学びの森天神山交流館では、親しみ

やすい音楽を中心に、お話を交えた、わか

りやすいクラシック音楽入門講座を開催し

ます。今回は広く活躍中の男声合唱団「金沢

メンネルコール」による、勇壮で重厚な男

声合唱を鑑賞します。

日時 10月10日(日)午後 1時開演(約60分間)

会場新川学びの森天神山交流館

桜ホール(合唱室)

~プログラム~
)>男声合唱による「ふるさとの四季」

日本の美しくなっかしい叙情歌をメドレー

でお送りします。

)>パーパーショップ・ハーモニー

アメリ力生まれの、床屋さん(パ-パ-)

での待合に生まれたアカペラハーモニー。

※入場無料

E司君!HGl9I!s五.，:JIt>>tJA.同現

惨申込み・問合せ先・会場

新川学びの森天神山交流館(木曜休館)

H 31-7001 似 31-7009



「

h
p
l勾
「

司

‘.，
F
ば
川
も

M
m
-rp可

'-u

'M4頑割
弱
肉
桜
島
田
・

4

1

4
両
日
場
規
制
邑

ぃ一
司
J
'

勤

労

青

少

年

ホ

l
ム

短
期
抹
茶
・
煎
茶
教
室

男
女
問
わ
ず
参
加
者
募
集
!

初
め
て
の
方
大
歓
迎
で
す
。
飲

み
方
だ
け
で
も
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

①
抹
茶
教
室

日
月

4
日
間

・
同
日
間

②
煎
茶
教
室

日
月

6
日
附

・
初
日
附

時

間

午
後

7
時

1
9
時

材
料
費
各
教
室

2
回
で

5
0
0
円

定

員

教
室
ご
と
日
名

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

対
象
者

魚
津
市
在
住
も
し
く

は
市
内
で
働
く
初
歳
未
満
の
方

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

岱
幻

・
4
3
3
00
 

富
山
労
災
病
院
市
民
公
開
講
座

講
座
内
容

「
痴
呆
に
つ
い
て
の
お
話
」

講
師

久
保
雅
寛
神
経
内
科
部
長

日
時

叩

月

お

日

開

午

後

6
時
初
分

1
8
時

午
後

6
時
よ
り
開
演
時
間
ま
で
看
護
師
等
に
よ
る
健
康
相
談
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
※
参
加
無
料

V
問
合
せ
先
・
会
場

富
山
労
災
病
院

a
n

-
-
2
8
0

国
際
交
流
は
言
葉
の
勉
強
か
ら

-
英
語
で
遊
ぼ
う
!
(
初
心
者
向
け
)

日

時

日
月
ロ
日
附
午
後

7
時
j

場

所

市
役
所

2
階

第

3
会
議
室

・
英
語
で
話
そ
う
!

(
日
常
会
話
程
度
の
英
語
を
話
せ
る
人
向
け
)

日

時

印
月
初
日

ω
午
後

7
時

i

場

所

市
役
所

2
階

第

5
・
6
会
議
室

岡
同
制
闘
闘
闘
闘
闘
悶
闘

国
際
交
流
員
マ
1

テ
ィ
ン
が
初
歩
的
な
ド
イ
ツ
語
を
教
え
ま
す
!

日

時

日
月

4
日
閃
か
ら
お
日
附
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
(
計

4
回
)

午
後
7
時

1
9時

場

所

市
役
所

3
階

第

4
会
議
室

内

容

ド
イ
ツ
語
を
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い
方
か
ら
少
々
か
じ
っ

た
こ
と
が
あ
る
方
ま
で
を
対
象
に
、
簡
単
な
日
常
会
話
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
ド
イ
ツ

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア

・
ス
イ
ス
等
ド
イ
ツ
語
を
母
国
語

と
し
て
い
る
国
々
の
文
化
に
も
触
れ
ま
す
。

定

員

印
名
程
度

V
以
上

2
件
の
申
込
み
・
問
合
せ
先

市

民

生

活

課

国

際

・
男
女
協
力

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

(
市
役
所
1
階
)

岱
幻

・
1
0
1
7

耳
目
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ

第

4
回
新
川
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

特
別
講
座
、
セ
ン
タ
ー
講
座
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ
各
種
講
座
の
受
講
生
が

新
川
み
ど
り
野
高
校
の
生
徒
と
共
に
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時

印
月
初
日
凶
午
前

9
時
印
分
j
午
後

3
時
初
分

※
午
後

2
時
よ
り
体
育
館
に
て
「
ア
ジ
ア
の
夢
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

V
問
合
せ
先
・
会
場

県
民
カ
レ

ッ
ジ
新
川
地
区
セ
ン
タ
ー
(
新
川
み
ど
り
野
高
校
)
8
2

・
4
0
0
1

P
O
(営
利
を
目
的
と
し
な
い
民
間
団
体
)

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

N
P
O
公
開
講
座
開
催

N
P
O
(営
利
を
目
的
と
し
な
い
民
間
団
体
)
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
作
っ
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を
担
い
始
め

て
い
ま
す
。

N
P
O
と
行
政
と
の
協
働
を
す
す
め
て
い
く
に
あ
た
り
、

社
会
の
ニ

l
ズ
に
応
え
た

N
P
O
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
活
動
へ
の

参
画
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

①
日
時

印
月

9
自
国
午
後
1
時

1
5時

会
場

高
岡
イ
オ
ン
ホ
l
ル

講
師

明
橋
大
二
氏

(N
P
O
法
人
子
ど
も
の
権
利
支
援
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
)

演
題

「
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
い
か
に
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
た
か
」

②
日
時

印
月
幻
自
国
午
後
1
時
(

)

5

時

会
場

サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま

講
師

能
登
貴
史
氏

(
N
P
O法
人

P
C
T
O
O
L
代
表
)

演
題

「人
と
思
い
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
」

※
日
月
か
ら
は
、
市
民
活
動

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
事
業
遂
行
能

力
と
協
働
事
業
実
施
へ
の
意
欲
を
高
め
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
力
を
養

う
た
め
の
講
座
(
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

・
協
働
コ
l
ス
)
を
開
催
し
ま
す
o

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

特
定
非
営
利
活
動
法
人

富
山
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
・
4
3
2
・
2
9
8
7



市
民
の
料
理
教
室
受
講
生
募
集

町主官同|

コース 内容 日程

ワード
基本操作からより晶度な文書 11/22(月)

応用
の編集を習得し、実用的なピ 24(7)<) 
ジネス文書を作成する。 ""'26住)

工クセル
基本操作から実用的な関数、 11/29(月)

応用
データベースなど、より実践
的な機能を習得する。 12/2'木)I 

OFFICE 
ワード、工クセルを組み合わ

12/6(月)
せて、実用的な文書を作成す

活用
る技能を習得する。

""' 9(木)

ホームヘ。ーシ“ホームページの仕組みゃ、フ 12/13(月)
口ントページによるホームペー

作成入門
ジ作成を習得する。

""'16(木)

パワー 基本操作からプレゼンテーンヨ 1~2/2220(水(月)) 
ポイントン技法までを習得する。 .24閤

_.-...1，... . ー '・ 1. .....- ....a::: II.. 'r. ~--...~__....-.-.::I : _ _______...:二=
・三配::1 \ 1 :' '.:.1 ') ァ生当刷、::"'~M'''孟孟ょ温ヰ: :-&.:2--::'聖書・・ --1‘E二』・ ld.1.r..'_同・1-ー吋・ト4 ・. ' ・...~r，守 a園田一ーー司1-ー『・ト~_.・---=-・・ - -'・

rn ー‘ ";:'L~"'ù"-___~ ~...:， ..~1~'::_ 

ぐ、

Mmm
・
5
1
4
0

時間午前9時半~午後3時半

受講料各3，000円 コース定員 20名
※希望者多数の場合は、抽選となります。

受付期間 10/ 1樹"'29(釘
申込み用紙は魚津地域職業訓練センタ一、

商工観光課(市役所 3階)、魚津公共職業安

定所にあります。センターまたは商工観光

課に提出してください。 FAX・郵送(センタ-
宛)でも受付します。

男
性
い
き
い
き
ラ
イ
フ
講
座

定
年
を
迎
え
た
男
性
の
方
を
対
象
に
、
健

康♂
つ
く
り
に
関
す
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対

象魚
津
市
在
住
の
定
年
後
の
男
性
で
、

6
回
継
続
し
て
参
加
で
き
る
方

定

員

日

名
程
度

応

募

締

切

印

月
日
日
倒

受

講

料

1
5
0
0
円
程
度

(
と
や
ま
健
康
パ

l
ク
利
用
料
等
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

新
川
厚
生
セ
ン
タ
ー

岱
臼

・
2
6
4
7

ま
た
は

魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

8
M

・
3
9
9
9

匹目己監事随園田E晋~jã強調副

住所録作成や文面作成・印刷の技能を習得

します。

対象文字入力のできる方

日時 10/30出・ 11/6(却・ 13(却

午前9時半~午後3時半

定員 20名(申込みI1慎)受講料3，000円

申込み締切 1 0/2 0 Tl<) 
臨直司n'理司E園f~院長事司

E x c e Iのソフトを用いて、表計算の基
本操作、印刷、保存と読込等を学びます。

対象 日本語入力・マウス操作のできる方

日時 11/2(刈・ 4休)・ 9(火)・11休)・16(火)

午後6時~午後9時
定員 20名(申込み順)受講料3，000円
申込み締切 10/20(水)

日時 内容 会場

10/25(月)
-開講式

① -講義「男性の健康づくり」
13:30'" 16:00 -採血 ・座談会

11/26(金)
-講義&実技

魚津市
② 「健康づくりのための食事」
10・00'"14:00 -講義「検査結果の見方」 健康センター

12/10(金)
-講義&実技

③ 「脂肪に注目するより筋肉に」
13:30'" 16:00 

1/19(:水)
. i楽しく健康づくりを楽しみましょう」

とやま
④ ~いきいきJ-スの体験~
8:30"'16:00 ※パスでの送迎あり 健康パーク

2/14(月)
-講義「中高年 I~多い泌尿器の悩み」

⑤ -講義「歯の健康について」
13:30'" 16:00 -採血 魚津市

3月初旬
-講義 健康センター

⑥ 「健康づくり~からだとこころ~への挑戦J
13:30'" 16:00 -座談会 ・閉講式

関

震週軍司 c ヨ_:l~Æ軒忍11

グラフ機能と編集、データベース機能、

数の基礎的活用などを学びます。

対象 E x c e I初級程度の実力のある方

日時 11/18{木)・25(木)・ 30(火)・ 12/2(木)・7(火)

午後6時~午後9時
定員 20名(申込みI1慎) 受講料3，000円

申込み締切 10/29倒

地
元
の
新
鮮
な
野
菜
や
魚
で
家
族
の
み
な

さ
ん
が
喜
ぶ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
料
理
作
り
の

配
慮
と
コ
ツ
を
プ
ロ
の
調
理
師
か
ら
学
び
、

料
理
の
基
本
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

毎
週
日
曜
午
後
2
時

1
4時
半

(
毎
週
調
理
レ
シ
ピ
が
異
な
り
ま
す
)

会
場

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
内
食
彩
魚
津
館

講
習
内
容

①
出
汁
の
作
り
方
、
野
菜
の
扱
い
方
、
魚
の
お
ろ
し
方
な
ど

②
魚
、
野
菜
、
肉
料
理
の
基
本
、
焼
く
、
煮
る
、
揚
げ
る
、

蒸
す

③
旬
の
野
菜
や
魚
の
保
存
法
等

受
講
料

各

1
回
2
0
0
0
円

※
受
講
希
望
の
方
は
住
所
・
氏
名

・
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入
の
上

左
記
ま
で

F
A
X
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

食
彩
魚
津
館

8
m
・
6
1
1
6

EZ孟語亘亙ヨ掴麗』
Wordの図形描写等の機能を使って、値段表

やちらし、広告等の基本的な描き方を学びます。

対象 Wordのできる方
日時 11/20(土)・27出 午前9時半~午後4時半
定員 20名(申込みI1慎) 受講料3，000円
申込み締切 10/29(翁

①~④の講座は電話にて申込み受付しますo
b申込み・問合せ先・会場
魚津地域職業訓練センタ-(JII縁 121の 1)
ft24-9579 FAX23-9151 



二

第
7

回
一魚
津
う
ま
い
も
ん
祭
り

内
容

一
「1
1
1
1
L

・
セ
ン
タ
ー

1
周
マ
ラ
ソ
ン

一

7
0
0
m
・
小
4
1
6
年
生
対
象

一

※
当
日

8
時
印
分
ま
で
に
受
付

一

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
l

一

(小
4
1
6
年
生
対
象
)

一

・
ゲ
l
ム
コ
ー
ナ
ー

一

.
浄
化
セ
ン

タ
ー
施
設
見
学
及
び

花
の
球
根
植
え

・
下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー
等

V
問
合
せ
先

魚
津
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

8
n
・1
6
1
3

浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

走
っ
て
、
投
げ
て
、
体
験
し
よ
う
!

汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
す
る
浄

一

化
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
そ
の
仕
組

み
を
知
っ
て
も
ら
い
、
公
共
下
水

道
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
施
設
見
学
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
浄
化
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

日

時

印

月

日

日
同

午
前

9
時

i
ロ
時

魚
津
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

(
あ
り
そ
ド

l
ム
隣
り
)

会
場

午
前
叩
時
か
ら
午
後
5
時

(
叩
日
は
午
後
4
時
ま
で
)

両

団

じ
ゃ
ん
と
こ
い
魚
津
商
工
フ
ェ
ア

会
場

あ
り
そ
ド

l
ム

飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
各
種
即
売
め
じ
ろ

押
し
!

豪
華
景
品
大
抽
選
会
や
イ
ベ

ン
ト
も
多
数
開
催
!
日
日
制
は
子
ど

も
に
大
人
気
「
よ
ば
れ
て
と
び
で
て
ア

ク
ビ
ち
ゃ
ん
シ
ョ

l
」
も
あ
る
よ
。

両
日
と
も
先
着

2
5
0
名
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
あ
り
。

V
問
合
せ
先

魚
津
商
工
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

(
魚
津
商
工
会
議
所
内

)
8
n

・
1
2
0
0

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

『
地
産
地
消
』
魚
津
の
う
ま
い
も
ん
で
「
健
康
・
安
全
」
食
生
活

会
場

あ
り
そ
ド

l
ム

J
t
}

L

-
K
N
B
ラ

ジ

オ

「

相

本

商

店

」

が

長

-

-

-

m月
白
日
午
前
日
時
か
ら
ロ
時
の
間

『
謝
嗣
削
酎

会
場
よ
り
特
別
番
組
生
中
継
!

h

邑
田

・
新
鮮
な
魚
や
野
菜
の
販
売
、

弘

同

闘

各
種
大
鍋
で
収
穫
の
秋
を
満
喫
!

思
悩
脳
圃
・

・
郷
土
芸
能
、
楽
し
い
音
楽
、
ミ
ニ

S
L
、

は
し
ご
消
防
車
の
体
験
乗
車
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
!

V
問
合
せ
先

魚
津
う
ま
い
も
ん
祭
り
実
行
委
員
会

(
市
役
所
3
階
農
業
水
産
課
内
)
8
n
・
1
0
3
4

~ 

「
和
太
鼓
」

叩
い
て
み
ま
せ
ん
か

女
性
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
魚
津
霊
気
楼
太
鼓
」
メ
ン
バ
ー
募
集

「
魚
津
霊
気
楼
太
鼓
」
は
平
成

6
年
に
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
富
山

県
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
テ
レ

ビ
C
M
に
出
演
す
る
な
ど
、
県
内
外
で
活
動

し
て
い
る
女
性
だ
け
の
和
太
鼓
グ
ル

ー
プ
で
す
。
現
在
、
新
規
メ
ン
バ

ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
(
※
初
心
者

・
若
者
大
歓
迎
)

V
問
合
せ
先

魚
津
霊
気
楼
太
鼓

8
M
・
3
4
5
3
(金
森
)

F
2
R
¥
¥若
者
三
ロ
マ
匂
0
・ロ。
・5
¥tg'
}内O
¥
巴
ロ
E
H，O
戸
ム
包
}内0
・
}Hけ
B

J
I
C
A
(独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

世
界
の
開
発
途
上
国
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し
な
が
ら
と
も
に
働
き
、

人
c

つ
く
り
国
J

つ
く
り
に
貢
献
し
ま
せ
ん
か
?

-
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
資
格

満
別
歳
か
ら
満
ぬ
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

「
体
験
談
&
説
明
会
」
の
日
時

①
叩
月
紅
白
岡
午
後

2
時
か
ら
②
日
月
刊
日
附
午
後

7
時
か
ら

会
場

両
日
と
も
富
山
県
民
会
館

-
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
資
格

満
州
制
歳
か
ら

ω歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

「
体
験
談
&
説
明
会
」
の
日
時

①
叩
月
白
日
間
午
前
印
時
か
ら

会
場

富
山
県
民
会
館

両
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
募
期
間

叩
月
日
日
同
か
ら
日
月
日
白
川
W

V
問
合
せ
先

J
I
C
A
プ
ラ
ザ

8
0
1
2
0
・
3
2
5
・
9
3
1

ホ

1
ム
ペ

l
ジ
ア
ド
レ
ス

F
2
u一¥
老
若
君
・〕
H

の

m-m0・]
匂



B
B
E
E
b
 

n月
1
日
か
ら
来
年

3
月
末

ま
で
休
館
し
ま
す
。

新
図
書
館
へ
図
書
の
移
動
・
整

理
や
駐
車
場
の
整
地
工
事
等
を
行

い
ま
す
の
で
休
館
し
ま
す
。
利
用

者
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

E
E
 

新
し
い
図
書
館
で
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
図
書

館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

E】諦靖国詰【 E

平日9:30'"18:00 土日9:30'"16:00 

E lDJ~m~i~Ita ~ 

3日(日)・ 11日間・ 12日閃

17日(日)・25日開)・31日(8)

G霊霊ヨ10/霊童書
「愛された多東記念館J

魚
津
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
策
定
委
員
募
集

子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
過
程
で
読
書
が
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
読
書
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
一
層
高
め
、
読
書

習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、
「
魚
津
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

応
募
資
格

魚
津
市
に
引
続
き

l
年
以
上
在
住
す
る
満
別
歳
以
上

ω歳
以
下
の
方

※
年
間
2
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

定

員

2
名
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

応

募

締

切

印

月

日
日
幽

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

(
市
役
所
第

l
分
庁
舎
)

8
n
・
1
0
4
4

介護入門
モブ ノリオ著

29歳、無職の「俺Jは

寝たきりの祖母を自宅で

介護していた。

鏡舌な文体でリアルに

介護と家族とを問うた第

131回芥川受賞作品。

-85
D翠=直.

(楽しくえらんでこの一冊【新着図書から】)

県
民
「
歩
こ
う
運
動
」

i

n
し
ん
き
ろ
う
参
加
者
募
集

日

時

日

月
口
日
同
午
前

8
時
一
党
付
開
始
(
小
雨
決
行
)

集
合
場
所

「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
」
北
側
広
場
合
一
ヶ
地
内
)

コ

ー

ス

テ

ニ

ス
コ
ー
ト
北
側
広
場
j
海
の
駅
霊
気
楼
ま
た
は
灯
台

塚
展
望
台
(
折
返
し

)
j
広
場
(
約

6
k
m
ま
た
は
約
印

k
m
)

-
コ

l
ス
途
中
に
ク
イ
ズ
・
ゲ

l
ム
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す

-
参
加
無
料
(
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
)

-
参
加
希
望
の
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・

E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
叩
月
日
日
制
ま
で
に
左
記
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
(
当
日
受
付
も
可
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

干
9
3
0
・
8
5
0
1

富
山
市
新
総
曲
輪

l
の
7

富
山
県
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
内

「富
山
県
歩
こ
う
運
動
推
進
委
員
会
」
事
務
局

窓

0
7
6
・
4
4
4
・
3
4
6
1
m
m
o
7
6
・
4
4
4
・
4
4
3
9

E
メ
l
ル

ω
ロ
o
三
ω
∞
⑥
匂
吋
え

-S
可

ω
B
P
釘
・5

-文学・小説

どうもいたしません檀ふみ

自己責任 今井紀明

それからどうなる我が老後

佐藤愛子

グラスホッパー 伊坂幸太郎

リーラ 玄惰宗久

白い手の残像 汐見薫

FLY フライ 新野剛志

あなたの石 関口尚

クロス・ゲーム 中野順一

NOTHINGナッシング
中場利一

火のみち(上・下) 乃南アサ

ヴィーナス・ゴールド

山崎洋子

柳美里

.児童

経済がよくわかるコンビ二大図鑑

お月見のよるには 宮川ひろ

よなかのさんぽ おかねよしき

どこどこ?セブン4 藤本真

アイヌとキツネ いしくらきんじ

【~~"ff層正妻蓮掴

子ども映画世界絵本箱⑥
9日出 10:30

「モリスのまほうのふくろJほか

お話の会 「おはなしを楽しむ会」の
16日(訪日0:30

みなさんにむかし話を読んでもらいます

8月の果て

.一般
恋愛三賢人~

秋元康編集門ふみ編林真理子編

ツイてる! 斎藤一人

PKOの真実 関はじめ

盲導犬ボランティアは楽しい!

伊藤雄

日本の総理学 中首根康弘

真相 若宮清

身近なくらしの法律相談

河内

おとなの趣味を極める本

藤原隆通

酒井順子

手塚治虫

岩城宏之

中島利明

保

箸の上げ下ろし

ぼくの描いた戦争

音の影

雑草のこころ

PHP研究所

l図書館[f.U 同長期休館し紡I



ス
テ

ー
ジ
発
表
や
作
品
の
展

示
、
お
茶
席
や
華
道

・
茶
道
の

体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
※
詳
し
く
は
折
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

日
月
日
日
出
・
げ
日
制

午
前

9
時
叩
分
(
}

※
ス
テ

ー
ジ
発
表
は
両
日
と
も

午
前
印
時
開
演

会
場

新
川
文
化
ホ

ー
ル

V
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

岱
幻

・
1
0
4
5

富
山
市
科
学
文
化
セ
ン
タ
ー

移
動
ミ
ニ
博
物
館
「
大
地
の
表
情
」

積
み
重
な
っ
た
地
層
や
氷
河
が

削
っ
た
地
形
な
ど
、
地
球
の
歴
史

を
語
る
大
地
の
表
情
を
紹
介
。

期

間

叩

月
同
日
間
'ee--'U
月
日
日
間

会
場

魚
津
埋
没
林
博
物
館
展
示
通
路

※
入
館
料
が
必
要
で
す

第
制
回
魚
津
市
美
術
展
覧
会

併

催

第

6
回
井
原
市
交
流
美
術
展

j
絵
画
・
書
・
彫
刻
・
工
芸
・

写
真
・
デ
ザ
イ
ン
j

市
民
の
ア

l
卜
作
品
を
一
堂

に
展
示
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

会

期

日

月
mu
日
倒

()日
月
3
日
(
祝
)

※
2
日
は
休
館

午
前
日
時

i
午
後

6
時

※
3
日
は
午
後

5
時
ま
で

会
場

新
川
文
化
ホ

l
ル

V
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

2
n
・
1
0
4
5

史
民
俗
博
物
館
企
画
展

富
山
の
中
世
城
館
展

出
土
品
が
語
る
越
中
戦
国
紀
行

富
山
県
内
で
は
、
数
多
く
の

城
や
居
館
な
ど
の
遺
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
戦

国
時
代
、
富
山
を
舞
台
に
数
々

の
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た

あ
か
し
証
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
展

示
は
、
中
世
城
館
の
出
土
品
を

か
っ
ち
ゅ
う

中
心
に
、
甲
胃
や
万
剣
類
、
絵

図
な
ど
の
関
連
資
料
を

一
堂
に

展
示
し
ま
す
。
※
入
場
無
料

日
時叩
月
刊
白
川

w
i
u月
幻
日
(
祝
)

午
前

9
時
(
}
午
後

5
時

V
問
合
せ
先
・
会
場

歴
史
民
俗
博
物
館

8
M
・
7
2
2
0

-
ふ
れ
あ
い
学
習
会
「
も
み
じ
で
楽
し
く
葉
書
づ
く
り
」

山
で
拾
っ
た
も
み
じ
を
使
っ
て
き
れ
い
な
葉
書
を
作
ろ
う
。

日

時

印

月
初
日
出

午
前
9
時
j
午
後
3
時

(
午
前
8
時
日
分
埋
没
林
博
物
館
集
合
)

行
き
先

片
員
川
流
域

対

象

小

学
生
j
一
般

定

員

初
人
(
申
し
込
み
順
)

※
雨
天
決
行

弁
当
持
参

・
参
加
無
料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

埋
没
林
博
物
館

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
I
N
ひ
ば
り

日

時

叩
月
初
日
出
午
後
2
時
{
)

会

場

ひ
ば
り
児
童
セ
ン
タ
ー

参
加
費

3
0
0
円

定
員

別
名
程
度
(
申
込
み
順
)

カ
ボ
チ
ャ
彫
り
や
、
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な

ん
だ
催
し
も
の
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
集
ま
れ
!

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
国
際
・男
女
協
力
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

(
市
役
所
l
階
)
a
n
-
-
0
1
7

又
は
各
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

1() 
-・・m

開
館
時
間
午
前
9
時
半
か
ら
午
後
6
時

休

館

日

日

曜

・
祝
日
・
年
末
年
始

ft 24-2402 

7日(木)16:00 
海辺の宝物探し

みんなでビンゴ大会をするよ

12日(火)11 :30 
おにぎり山をつくろう

どんな形にできあがるかな?(9日までにお米1合持参)

20日(7]<) 
15:30 
紙すきに挑戦

21日(木) 牛乳パックでハガキをつくってみよう

大町こぱと

ft23-1777 

12日(火)15:30 スイートポテトを作ろう l 

秋においしいさつまいもでおやつをつくるよ

15日住)15:30 パソコンでシール作り
16日(土)14:00 あなただけのかわいいシールを作ってみよう

20日(水) スポーツチャンパラに挑戦!
27日(水)115:30スポーツの秋!いい汗ながしてみませんか?

経由紅毛戸ーかもめ



自のフぉコ
行事・イ穴シト精報

ふ
れ
あ
い
学
習
会
参
加
者
募
集

第
2
回

「
大
人
の
水
族
館
飼
育
体
験
教
室
」

餌
ゃ
り
ゃ
、
水
槽
の
裏
方
見
学

を
通
し
て
、
水
族
館
の
飼
育
係
の

仕
事
や
飼
育
設
備
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。

日
時
印
月
打
日
目

午
前

9
時
j
ロ
時

対

象

社

会

人

一
般

定
員

2
名

※
参
加
無
料

参
加
ご
希
望
の
方
は
日
日
ま
で

に
水
族
館
に
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

2 

円
。
且
斗

E
υ
n
O
守

f
n
R
U

ぐ1

特
別
展
「
教
科
書
の
魚
達
」

刊
月
初
日
関
ま
で
好
評
開
催
中

5
年
生
の
国
語

「
海
に
ね
む

る
未
来
」

コ
ー
ナ
ー

で
は
、

カ

ブ
ト
ガ

ニ
や
ナ
マ

コ、

カ

ニ、

サ
メ

、
ゴ
カ

イ
を
原
料
に
作
ら

れ
た
医
薬
品
や
健
康
食
品
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

盟掴・f-~!':'~む竺主
9 

ス
ポ

ー

ツ
の
秋
真
っ
盛
り
、

あ
り
そ
ド

ー
ム
の
ジ
ム
で
爽
や

か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
?

今
月
の
休
館
日

5
日

・
ロ
日

・
問
日

・
初
日

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

l
ス
の

利
用
で
き
な
い
日

9
日

・
凶
日

・
日
f

}
打
白

川

ω
日

・
羽
田

-m日

す
7日 休)
15:30 木であ・そ・ぼJぅ

8日 (翁

9日 (i) 14:00 
木を使って工作をするよ

15日 (到 15:30 とべとベブーメラン

16日 (i) 14:00 なげてももと"ってくるブーメランをつくろう

18日 (月)15:00 
おさつスティック

ほくほくのさつまいもでおやつをつくろう

ft 23-5133 本江つばめ

15 (:金)

2004魚津市民文化祭(砂関連記事P20)
16 (土)
10:00'"'-' 新川文化ホール

富山県知事選挙投票日(炉関連記事 P5) 

7:00"" 各投票所
17 (日)
地域安全・暴力追放魚津市民大会

10:00"" 新川文化ホール(惨関連記事P7) 

18 (月)

19 (刈

20 (:水)

「千住真理子、藤井香織&スサ室内オークストラ」
21 (:木)
19:00"" 新川文化ホール

22 (:金)
23 (土)

魚津の朝市
24 (日)
7:00"'-' 海の駅霊気楼

25 (月)

26 (刈

27 (:水)

魚津市立西部中学校合唱祭
28 (:木)
13:20'"'-' 新川文化ホール

第44回魚津市美術展覧会(炉関連記事P20)
(併催第6回井原市交流美術展)

29 ~金~ 10:00"" 新川文化ホール
魚津市立東部中学校合唱祭

13:00"" 新川文化ホール

第7回魚津うまいもん祭り(""31日)
30 (土)
9:00，，-， ありそドーム(惨関連記事P18)

や ひばり 六郎丸 ft23-0500 
9日 (i) 14:00 

つくってたべよう (定員 30名)

秋の昧覚・さつまいものお焼きをつくるよ

16日 (i) 14:00 
ワンダーラボ(定員50名・参加費50円)

気体で声を変えたり、おもしろ実験に挑戦 !

21日 (木)16:00 
ひばりすもう大会

ひばりの横綱は誰かな?

(金)

児童センターまつり

11:30"" ありそドーム
(土)
学びの森国際キャンプ2004
12:00'"'-' 新川学びの森天神山交流館

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

後)

第18回じゃんとこい魚津商工フェア(""10日)
(土)
10:00"" ありそドーム (惨関連記事P18)

魚津の朝市

7:00"" 海の駅霊気楼
10 (日)
市民のためのクラシック講座(惨関連記事P15)
13:00"" 新川学びの森天神山交流館

体育の日

11 (月)2004うおづスポーツレクリエーション祭
8:30'"'-' 総合体育館ほか

魚津市名誉市民故清河七良氏お別れの会
12 (刈
14:00'"'-' 新川文化ホール(炉関連記事P4) 

第28回高齢者趣味の手作り展
13 (]j<) 
13:30'"'-' 新川文化ホール

第27回魚津市老人クラブ芸能大会
14 (:木)
9:00'"'-' 新川文化ホール

31 (日)



極
分
取
り
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
?

国 休日当番医
(診療時間/午前9時~午後5時)

炉問合せ先

魚津市健康センター

H24-3999 

子育て支援センター

H24-0415 

竹

j
げ
日
は
初
歳
か
ら
の
健
康
週
間
で
す

塩
分
の
摂
り
過
ぎ
は
、
血
圧
を
上
げ
、
動

脈
硬
化
を
促
す
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
に
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
長
い
年
月
が

経
ち
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
「
減
塩
」
を
心
が

け
て
い
ま
す
か
?

人
間
が
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な

塩
分
は
、

1
日
に
食
塩
に
し
て
わ
ず
か

U

g

以
下
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

人
の
食
生
活
の
実
態
を
配
慮
し
、
実
行
可
能

な
目
標
と
い
う
こ
と
で
「
塩
分
1
日
刊

g
以

下
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
ロ
年
の
県
の
食
塩
摂
取
量
は
ロ
・

6

g
と
目
標
値
よ
り
も
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

医

3日(日)大崎クリニック言23-1OE

科 仏 国
225-0250 

11日(月)かごうら皮ふ科クリニック 喜23405

17日(日)みのう医科歯科クリニック 芸2235品
24日(日)加納耳鼻咽喉科医院芸23465

31日(日)浦田クリニック 222-50完

般

内山凶

診療日

10日(日)青

院浜 経団
fi22-5052 医幡

11月甲
3日(7.1<)I..J... 

院
院
観

一

①
新
鮮
な
食
材
を
選
ぶ

一

素
材
が
新
鮮
な
ら
、
旨
み
が
し
っ
か
り
一

生
き
て
い
る
の
で
、
薄
味
で
も
お
い
し
く
-

い
た
だ
け
ま
す
。
加
工
食
品
は
塩
分
の
高
一

い
も
の
が
多
い
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
一

②
「
だ
し
」
の
風
味
を
活
か
す

一

お
い
し
い

「
だ
し
」
は
減
塩
に
大
活
躍
。
一

た
だ
し
、
市
販
の
も
の
は
塩
分
が
多
い
の

一

で
、
手
作
り
の

「
だ
し
」
を
上
手
に
使
い

一

ま
し
ょ
う
。

一

③
辛
味
や
酸
味
を
上
手
に
利
用
す
る

一

か
ら
し
や
わ
さ
び
、
カ
レ

l
粉
、
唐
辛

子
な
ど
の
香
辛
料
や
、
酢
や
レ
モ
ン
、
ゆ

ず
な
ど
の
酸
味
は
、
薄
味
の
味
付
け
の
レ

一

パ
l
ト
リ
ー
を
増
や
し
、
味
わ
い
豊
か
に
一

し
て
く
れ
ま
す
。

一

④
麺
類
の
汁
は
飲
ま
な
い

一

麺
類
の
汁
に
は
、
た
く
さ
ん
の
塩
分
が
一

入
っ
て
い
ま
す
。
麺
類
の
汁
は
な
る
べ
く
一

全
部
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
二

医

3日(日)堀川歯科医院誌でF語
1旧日)みどり歯科医院翠127A
11日明)中央歯科医院芸抗日

里部市新牧野
17日(日)清田歯科医院 857-2800

24日(日)小倉歯科医院翠おF11
31日(日)平井歯科医院翠57J

科歯診療日

11月 里部市三日市
J 女川歯科医院 852・33783日t.l<}

会場

本江公民館

大光寺公民館

百楽荘

新川厚生センター

魚津支所

健康センタ-

受付時間

9:30'"'"' 11 :00 

13:15'"'"'14:30 

受付時間

9:30'"'"' 11 :00 

13:15'"'"'14:00 1日(鉛

9:30'"'"' 11 :00 14:30'"'"' 15:00 

13:15'"'"'15:00 
8日(鉛9:30'"'"' 11 :00 

13:15'"'"'13:45 

9:30'"'"' 11 :00 

受診申込みハガキ、または電話で検診日の
5日前までにお申し込みくださし¥。

14日(柄14:00'"'"' 14:30 

血圧・高脂血症・血糖値など気になる方対象

場A 
コミ受付時間実施日

19:00'"'"' 19:30 健康センター6日(水)

受付時間

8:30'"'"' 9:30 

8:30'"'"' 9:30 
13:00'"'"' 14:00 

13:00'"'"' 14:00 

13:00'"'"' 14:00 

内容料金

胃がん 900円

大腸がん 700円

子宮がん 800円

乳がん 1，200円

場A 
コ::>;実施日

館民公下道20日体)

館民公田経29日働

※平成16年度中に 40・50・60歳になられる方、および 70歳以上の方は無料。
子宮がん・乳がんについては、 30歳の方も無料。

E~D;:怯εヨ会場 健康センター
内容 実施日

練 I ~固月IJ :毎週火曜
|集団:15日倒・ 21日(木)

健康運動相談会 28日側

タ

~結核検診の結果について~
8/31までに受診された方で、個
別に通知が届かなかった方は、特に
異常な所見は認められませんでした。

会場 lf.実施日

常徳寺

三田公民館

印田公民館

本江公民館

石垣新公民館

本江 1区会館

ンセ康健11月1日(月)

間時

9:30'"'"' 11 :30 司11能機



~気hgq<すらA @戯E主主tl[j同 |母子手帳、予防接種者は予診票)
、二f 会場健康センター

内容 対象者等実施日

。

.-ーー『

健 4 か月児健診
第 1子

満 4か月児 14日(木)13:00'"'-' 13:15 
康股関節脱臼検診 第 2子以降

13:15'"'-' 13:30 

圭主会 1歳 6か月児健診 平成15年3月生まれの児 19日(火)13:00""""13:30 

3 歳児健診 平成13年4月生まれの児 27日(水)13:00.......，13:30 

教マタニティセミナー
妊婦とその家族 29日働

9:15"""" 9:30 
室 〈妊娠・出産編〉 ( 1日コース)

6(71<) 8樹
広のびのび広場 乳幼児とその家族 13附22幽 9:30"""" 11 :00 

場赤ちゃん広場

27t1<) 

生後6b¥月までの乱児とその家族 20日(水) 9:30""""11:00 

ツベルタリン反応検査 生後3-----48か月 13日(水)

未満
13:00""""14:00 

B C G 15日(劃
予 加積・片貝・西布施 4日(月)
一 種 j毘 4z2z h 
防 一 道下・村木 5日(火)

接対象 大町・下中島・上中島・松倉 6日(水)13:00.......，14:00 
生後 6-----9 0か月

本江・上野方 18日(月)種 未 満 児
経団・天神 20日(水)

|日 本 1出 か~と4 生後 36"'90か月未満 22日制 13:00""""14:00 

受付時間

しんのすけ

西川慎之介くん
まなか

愛日ちゃん中野

対 象:未就園児とその家族

受付時間:9:00-----9:45 (参加自由)
※お問合せは各園ヘ

実施日 会 場

住吉保育園・野方保育園
2日(土)
青島保育園

6日(水)松倉保育園

7日休)道下保育園 二 級別J
12日(火)経団幼稚園 ιニ之t粉 、
19日(火)大町幼稚園・魚津愛育園

20日(7.同片貝保育園

22日後)経田保育園

詰」認完盈掛図
日時 11月6日出 午後2時.......，3時半
会場健康センタ-
テーマ 「子どもの心を育む子守唄J
講師音楽療法士丹保博美先生
※託児室を設けます。希望の方は事前にお申
込bく?ミさい。
惨申込み・問合せ先子育て支援センター
または教育委員会生涯学習課 H23-1045 

10日の育現ザロシ I 

BCG未接種の乳幼児のご家族ヘ

平成17年4月から、 BCGの接種年齢が 1歳

までと引き下げられる予定です。生後48か月

未満でBCG未接種の乳幼児は早めに BCG

を接種してください。

。あな
た
に
老
で
き
る

か
A
厄

A
介
護
予
防

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は

足
腰
や
内
臓
な
ど
体
を
鍛
え
る
ば
か
り
か
、
ボ
ー
ル
や

ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
握
る
こ
と
で
、
指
先
の
微
妙
な
感
覚

も
養
わ
れ
、
脳
の
活
性
化
に
有
効
で
す
。

ま
た
、
仲
間
と
楽
し
く
汗

を
流
す
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
も
効
果
抜
群
で
す
。

各
地
区
公
民
館
に
、
羽
っ
こ

ゲ
!
ム
や
ス
カ
ッ
ト
ボ
!
ル
、

室
内
ペ
タ
ン
ク
が
設
置
さ
れ

.

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
無
料
入
浴
デ
イ

※
苅
歳
以
上
の
方
が
対
象

日

時

印

月

8
日
働

午
後

2
時
か
ら

5
時

八
ツ
橋
湯
(
新
角
川
)

宮
島

地

区

運

行

日

あ

て

。

天

神

叩

月

5
日

ω日一
h
u

鹿

熊

印

月

6
日
闘
運
々
だ

(
の
室
く

上

中

島

叩

月

7
日
同
ス
教
用

"¥
片
付

片

貝

印

月

ロ

日

ω札
引
一
J

坪

野

印

月

日

日

制

福

護
ひ

(

は

介

ぜ

下
中
島
叩
月
比
日
柄
で
、

。

(

荘

て

す

上

野

方

叩

月

刊

日

ω楽
せ

ま

)

百

わ

い

西

布

施

印

月

幻

日

休

大

場
所

V
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
市
役
所
1
階
)

8mω

・
1
0
0
7



魚
津
で
見
る
雲
の
表
情

澄
ん
だ
秋
空
に
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
描
く
雲
は
、
美
し
さ
と
同

時
に
、
郷
愁
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
無
粋
な
説
明
を

す
れ
ば
、
雲
は
、
大
気
中
の
水
蒸
気
が
凝
集
し
た
水
滴
や
氷
の
集

合
体
で
、
形
や
高
度
、
発
生
原
因
な
ど
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
種

類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
一

般
的
な
雲
は
全
国
共
通
で
す
が
、
中
に

は
地
域
特
有
の
地
形
や
風
に
よ
っ
て
特
徴
的
に
出
現
す
る
雲
も
あ

り
ま
す
。
魚
津
で
も
、
地
形
を
反
映
し
た
独
特
の
雲
や
、
昂
一
一冨
が
演

出
す
る
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
空
の
風
が
強
い
日
に
は
、
毛

勝
山
や
僧
ヶ
岳
を
含
む
立
山
連
峰

の
稜
線
上
に
笠
雲
が
現
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
富
士
山
な
ど
の
孤

立
峰
に
発
生
す
る
場
合
と
異
な
り
、

山
脈
が
連
な
っ
て
い
る
た
め
、
笠

雲
も
並
ん
で
発
生
し
、
と
き
に
は

そ
れ
ら
が
つ
な
が
っ
て
帯
状
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
晴
れ
た

日
に
海
を
眺
め
る
と
、
富
山
湾
の

向
こ
う
に
横

一
列
に
並
ん
だ
積
雲

(
わ
た
雲
)
を
見
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
細
長
い
能
登
半
島

の
陸
地
で
温
め
ら
れ
た
上
昇
気
流

に
よ
っ
て
発
生
す
る
雲
と
思
わ
れ
、

私
は
勝
手
に

「
半
島
雲
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
夏
の
毛
勝
山
や
僧

ヶ
岳
の
上
空
に
盛
り
上
が
る
雷
雲

や
、
海
上
に
竜
巻
を
発
生
さ
せ
る

冬
の
積
乱
雲
も
、
魚
津
ら
し
い
雲

で
す
。
ま
た
、
夕
日
に
染
ま
る
富

山
湾
と
夕
焼
け
雲
の
組
み
合
わ
せ

も
、
魚
津
の
雲
の
風
景
の

一
つ
に

数
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

写
真
と
文

埋
没
林
博
物
館
学
芸
員
石
須
秀
知

一

品
一

J-

一h
v夏
の
酷
暑
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
今

‘

年
は
全
国
的
に
熊
が
人
里
ま
で
お
り
て

(

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
我
が
魚
津
市
で

吋

も
熊
に
よ
る
負
傷
者
が
出
て
し
ま
い
ま

3

し
た
。
け
が
を
さ
れ
た
方
に
心
か
ら
お

針

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
o
V
山
に
餌
が

&

な
い
か
ら
柿
な
ど
を
求
め
て
人
里
に
お

い

り
て
く
る
と
い
う
の
が
定
説
ら
し
い
で

(

す
が
、
他
に
も
元
来
熊
は
寒
い
と
こ
ろ

ω

の
生
き
物
な
の
で
夏
の
暑
さ
で
『
狂
っ

屯

た
状
態
』
で
あ
る
と
の
説
も
あ
る
そ
う

で
す
o
V
い
ず
れ
に
し
て
も
人
命
に
危

険
が
及
べ
ば
や
む
を
得
ず
射
殺
せ
ね
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
、
熊
も
「
ひ
と
つ
の

命
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
何
と
も

胸
が
痛
み
ま
す
。
や
は
り
人
と
自
然
の

共
存
と
い
う
の
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う

か
?
何
は
と
も
あ
れ
、
こ
れ
以
上
、
人

・

熊
ど
ち
ら
の
命
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な

い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

V
さ
て

残
暑
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、
食
べ
物

の
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
我
々

の
命
を
育
む
食
べ
物
も
、
も
と
は
「
命
」

で
あ
っ
た
わ
け
で
、
古
来
、
日
本
人
は

食
事
の
前
に
は
必
ず
感
謝
の
言
葉
を
さ

さ
げ
た
そ
う
で
す
。
「
い
た
だ
き
ま
す
」

こ
の
言
葉
は
孫
の
代
ま
で
残
し
た
い
言

葉
の
第
l
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

※
編
集
に
関
す
る
こ
と
が
書
い
て
な
い

-
-
偏
蓄
れ

も而

T
F
乞
匁
コ
」

，T
4

2

ロ

今:!l勾~~叫甘み込δヤミ込~~ヤミδ悼δ~~ヤ弘司

(+ 11) 

( -23) 

( -12) 

( -24) 

(平成 16年8月末現在)

22，686人

46，916人

15，943世帯

24，230人

世帯数

女

言十

男

。
〈
ト
仇
〉

※カッコ内は前月対比


